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R5要求額 ( R4予算額 )

１
( 1 ) 教育DXを支える基盤的ツールの整備・活用 1,048 ( 527 )
( 2 ) 教育データを活用した分析・研究の推進等（教育データサイエンス推進事業） 123 ( 10 )

２
( 1 ) 学校卒業後における障害者の学びの支援推進事業 142 ( 134 )

３
( 1 ) 外国人児童生徒等への教育の充実 1,259 ( 1,132 )

４
( 1 ) 学校を核とした地域力強化プラン 10,937 ( 7,446 )
( 2 ) 家庭教育支援推進事業 39 ( 43 )
( 3 ) 体験活動等を通じた青少年自立支援プロジェクト 225 ( 72 )
( 4 ) 読書活動総合推進事業 47 ( 52 )
( 5 ) 社会教育デジタル活用等推進事業 152 ( 0 )

( 6 ) 学校安全推進事業 343 ( 294 )
( 7 ) 地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業 338 ( 338 )

５
( 1 ) 放送大学学園補助金 7,614 ( 7,389 )
( 2 ) 成長分野における即戦力人材輩出に向けたリカレント教育推進事業 1,422 ( 0 )
( 3 ) 大学等における価値創造人材育成拠点の形成 120 ( 87 )
( 4 ) 専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育推進事業 404 ( 0 )
( 5 ) 女性の多様なチャレンジに寄り添う学びと社会参画支援事業 24 ( 24 )

( 6 ) 地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築支援事業 296 ( 0 )
( 7 ) リカレント教育の社会実装に向けた調査研究・普及啓発パッケージ 77 ( 0 )
( 8 ) 社会人の学びの情報アクセス改善に向けた実践研究 35 ( 14 )

令 和 ５ 年 度 予 算 概 算 要 求　　主 要 事 項
（単位：百万円）

事項 主な事業

GIGAスクール構想の着実な推進と
学校DXの加速

● 教育DXを支える基盤的ツールの整備・活用、教育データ分析の推進等

● 学校卒業後における障害者の生涯学習の推進

外国人の受入れ拡大に対応し、共
生社会の実現を図るための日本語
教育・外国人児童生徒等への教育
等の充実

● 外国人児童生徒等への教育等の充実

生涯を通じた障害者の学びの推進、
特異な才能のある児童生徒への支
援

コミュニティ・スクールと地域学校協
働活動との一体的推進等による地
域や家庭の教育力の向上や体験活
動の充実、学校安全体制の整備の
推進

● 学校を核とした地域力強化等

● 学校安全体制の整備

リカレント教育等社会人が学び直す
機会の拡充

● 大学・専門学校・高専等を活用した社会人向けの実践的なプログラムの開発・拡充

● リカレント教育推進のための学習基盤の整備
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１． 
GIGA スクール構想の着実な推進と 

学校 DX の加速 

2



0

教
育

D
Xを
支
え
る
基
盤
的
ツ
ー
ル
の
整
備
・活
用

背
景
・課
題

事
業
内
容

令
和

5年
度
要
求
・要
望
額

1,
04

8百
万
円

（
前
年
度
予
算
額

52
7百

万
円
）


教
育
デ
ー
タの
利
活
用
の
促
進
に
は
基
盤
とな
る
ル
ー
ル
とツ
ー
ル
の
整
備
が
重
要
で
あ
る
。


これ
ま
で
は
ツー
ル
の
整
備
等
を
各
主
体
が
バ
ラバ
ラと
取
り組

ん
で
お
り、
必
要
な
知
見
や
成
果
が
散
在
して
い
る
とこ
ろ
、全

国
に
共
通
で
整
備
が
必
要
な
ツ
ー
ル

に
つ
い
て
は
、文
部
科
学
省
に
お
い
て
基
盤
的
ツ
ー
ル
の
整
備
を
行
う必

要
が
あ
る
。


教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用
に
向
け
た
共
通
ル
ー
ル
を
整
備
し、
様
々
な
シ
ス
テ
ム
が
相
互
連
携
・一
体
的
に
運
用
し
、効

果
的
な
分
析
・研
究
を
す
る
こと
で
、政

策
実
践
を
改
善
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
こと
が
必
要
。


文
部
科
学
省

CB
Tシ
ス
テ
ム
（

M
EX

CB
T：

メ
ク
ビ
ット
）
を
、希

望
す
る
全
国
の
児
童
生
徒
・学
生
等
が
、オ
ン
ラ
イ

ン
上
で
学
習
・ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
き
る
公
的
な

CB
Tプ
ラ
ット
フォ
ー
ム
とし
て
提
供
し、
デ
ジ
タル
な
らで
は
の
学
び
を
実
現
。

※
M
EX
CB
Tは
、令

和
２
年
に
開
発
を
行
い
、令

和
４
年
８
月
時
点
、約

11
,0

00
校
、3

60
万
人
が
登
録
。


記
述
式
自
動
採
点
の
実
装
な
どの
機
能
開
発
・拡
充
、利

便
性
向
上
に
よ
り、
普
段
使
い
に
お
け
る
活
用
を
促
進
。


令
和
５
年
４
月
の
全
国
学
力
・学
習
状
況
調
査
中
学
英
語
「話
す
こと
」調
査
に
お
い
て
、M
EX
CB
Tを
活
用
予
定
。


そ
の
他
、地

方
自
治
体
独
自
の
学
力
調
査
等
の
CB
T化

に
お
け
る
活
用
を
促
進
。


大
学
等
や
リカ
レ
ン
ト教

育
に
お
け
る
更
な
る
活
用
を
推
進
。

（
３
）
教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用
の
推
進
（

22
7,

63
6千

円
）


教
育
デ
ー
タ利

活
用
に
不
可
欠
な
デ
ー
タ
標
準
化
の
推
進
や
活
用
促
進
の
た
め
の
仕
組
み
構
築
、M
EX
CB
Tの
解
答
結
果
等
を
活
用
した
教
育
デ
ー
タ
の
分
析
、安
全
・安
心
の
確

保
に
向
け
た
個
人
情
報
保
護
な
どの
教
育
デ
ー
タ
利
活
用
に
あ
た
り留

意
す
べ
き
点
の
整
理
、w

eb
上
の
学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
・活
用
促
進
や
生
涯
学
習
分
野
の
学
習
履
歴
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
関
す
る
調
査
研
究
を
行
い
、教

育
現
場
へ
の
フィ
ー
ドバ
ック
や
新
た
な
知
見
の
創
出
を
図
る
。

（
２
）
文
部
科
学
省

W
EB
調
査
シ
ス
テ
ム
（

Ed
uS

ur
ve

y）
の
開
発
・活
用
促
進
（

82
,4

36
千
円
）


文
部
科
学
省
か
ら
教
育
委
員
会
や
学
校
等
を
対
象
と
し
た
業
務
調
査
に
お
い
て
、調

査
集
計
の
迅
速
化
、教

育
委
員
会
等
の
負
担
軽
減
に
も
資
す
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
。


学
校
現
場
や
教
育
委
員
会
か
ら
も
調
査
結
果
の
自
動
集
約
や
即
時
的
な
可
視
化
・分
析
や
利
活
用
の
ニ
ー
ズ

が
高
い
。


令
和

4年
度
に
お
い
て
は
、約

30
の
調
査
を
試
行
。更

な
る
利
便
性
向
上
な
どを
実
施
し
、令

和
５
年
度
は
約

10
0の
調
査
を
実
施
予
定
。

学
校
か
ら

自
宅
か
ら

Be
fo
re

Af
te
r

（
１
）
文
部
科
学
省

CB
Tシ
ス
テ
ム
（

M
EX

CB
T）
の
改
善
・活
用
推
進
（

73
7,

72
4千

円
運
用

4.
4億

円
/開
発

2.
9億

円
）
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1

デ
ー
タ駆

動
型
教
育
へ
の
転
換
の
た
め
の
基
盤
整
備

•
デ
ー
タに
基
づ
く施
策
の
立
案
・改
善
の
促
進

•
教
育
デ
ー
タを
活
用
した
研
究
の
活
性
化

•
プ
ラッ
トフ
ォー
ム
ア
クセ
ス
件
数
（
構
築
後
設
定
）

•
研
修
講
座
閲
覧
数
（
作
成
後
設
定
）

教
育
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
推
進
事
業

教
育
再
生
実
行
会
議
第
十
二
次
提
言
（
令
和

3年
6月

）
等
に
示
され
た
デ
ー
タ駆

動
型
の
教
育
を
実
現
し、
さら
な
る
教
育
の
質
向
上
を
図
る
た
め
、教

育
デ
ー
タを
効
果
的
に
収
集
・

分
析
し、
そ
の
結
果
の
活
用
を
促
進
す
る
た
め
の
環
境
整
備
等
が
求
め
られ
て
い
る
。

そ
れ
を
踏
ま
え
、国

立
教
育
政
策
研
究
所
教
育
デ
ー
タサ
イエ
ン
ス
セ
ン
ター
に
お
い
て
、我

が
国
の
教
育
デ
ー
タ分

析
・研
究
、成

果
共
有
の
拠
点
（
ハ
ブ
）
とし
て
、教

育
デ
ー
タや
取
組

を
共
有
す
る
た
め
の
基
盤
整
備
、教

育
デ
ー
タ分

析
・研
究
の
推
進
等
を
実
施
す
る
。

背
景
・課
題

１
公
教
育
デ
ー
タ
・プ
ラ
ット
フォ
ー
ム
の
構
築

60
百
万
円
（

R3
補
正
予
算

:3
26
百
万
円
）

国
の
教
育
分
野
の
調
査
デ
ー
タや
研
究
成
果
等
を
集
約
す
る

公
教
育
デ
ー
タ・
プ
ラッ
トフ
ォー
ム
（
試
行
版
）
の
運
用
保
守

［
R4
年
度
：
試
行
版
構
築
、R

5年
度
：
運
用
開
始
］

•
構
築
・運
用
す
る
プ
ラッ
トフ
ォー
ム
（
総
数
（
予
定
）

1件
）

•
教
育
委
員
会
の
担
当
者
を
対
象
とし
た
研
修
講
座
の
作
成

（
総
数
（
予
定
）

1件
）

ア
ウ
ト
プ
ット

(活
動
目
標
）

ア
ウ
ト
カ
ム

(成
果
目
標

)
イ
ン
パ
ク
ト

(国
民
・社
会
へ
の
影
響
）
、目
指
す
べ
き
姿

事
業
内
容

令
和

5年
度
要
求
・要
望
額

12
3百

万
円

（
前
年
度
予
算
額

10
百
万
円
）

公
教

育
デ
ー
タ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
試
行
版
）
概
要

２
教
育
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
分
析
・研
究
の
推
進

63
百
万
円
（

R4
予
算

:1
0百

万
円
）


教
育
分
野
の
デ
ー
タ駆

動
型
分
析
・研
究
の
推
進

－
国
内
研
究
機
関
の
若
手
研
究
者
に
よ
る
ア
クシ
ョン
リサ
ー
チ
チ
ー
ム

(仮
称

)
を
立
ち
上
げ
、デ
ー
タ駆

動
型
分
析
・研
究
を
戦
略
的
に
推
進

－
国
の
推
進
戦
略
の
も
と、
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
とな
り得

る
先
駆
的
な
研
究

(公
募

型
)を
実
施


教
育
委
員
会
の
デ
ー
タ活

用
力
向
上
の
た
め
の
研
修
プ
ログ

ラム
の
開
発
・実
施

国
が

実
施
し
た
教

育
分

野
の

自
治
体
・
学

校
等
の

状
況

に
関

す
る
調

査
デ
ー
タ
や
研

究
成

果
・
取

組
事

例
を
集

約
す
る
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
構

築
し
、
デ
ー
タ
に
よ
る
現

状
把

握
や
そ
れ
を
踏

ま
え
た
政

策
・
実

践
の

改
善

・
充

実
、
新

た
な
知

見
の

創
出

に
つ
な
が
る
研
究
の
活
性
化
を
図
る
。
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２． 
生涯を通じた障害者の学びの推進、 
特異な才能のある児童生徒への支援 
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0

学
校
卒
業
後
に
お
け
る
障
害
者
の
学
び
の
支
援
推
進
事
業

〇
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
実
施
体
制
・連
携
体
制
の
構
築

社
会
的
包
摂
や
共
生
社
会
の
推
進
等
の
活
動
に
取
り組

む
民
間
団
体
等
と幅

広
に
連
携

〇
障
害
者
の
生
涯
学
習
推
進
を
担
う人

材
の
育
成
・確
保

専
門
性
を
身
に
付
け
た
コー
デ
ィネ
ー
ター
を
社
会
教
育
関
係
職
員
等
を
対
象
とし
た
研
修
で
養
成

〇
多
様
な
実
施
主
体
に
よ
る
障
害
者
の
学
び
の
推
進

公
民
館
等
の
社
会
教
育
施
設
等
や
大
学
、N

PO
等
に
よ
る
学
習
機
会
の
提
供

事
業
内
容

令
和

5年
度
要
求
・要
望
額

14
2百

万
円

（
前
年
度
予
算
額

13
4百

万
円
）

身
近
に
生
涯
学
習
の
機
会
は

あ
り
ま
す
か
？

※
平
成

30
年
度
学
校
卒
業
後
の
学
習
活
動
に

関
す
る
障
害
者
本
人
等
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

あ
る

34
.3

%
な
い

65
.7

%

障
害
者
の
学
習
活
動
支
援
に
関
わ
った

経
験
は
あ
りま
す
か
？

あ
る

14
.5

%
な
い

85
.5

%

※
平
成

30
年
度
障
害
者
の
生
涯
を
通
じ
た
学
習
活

動
支
援
に
係
る
実
態
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（
公
民
館
等
）

施 策 の 方 向 性

１
．
地
域
に
お
け
る
持
続
可
能
な
学
び
の
支
援
に
関
す
る
実
践
研
究
〔

11
6百

万
円
〕
委
託
事
業

（
１
）
地
域
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
よ
る
障
害
者
の
生
涯
学
習

支
援
体
制
の
構
築

（
体
制
整
備
と
人
材
育
成
等
）

〔
70
百
万
円
〕

（
２
）
地
域
連
携
に
よ
る
障
害
者
の
生
涯
学
習
機

会
の
拡
大
促
進

（
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
） 〔

37
百
万
円
〕

都
道
府
県
と
大
学
等
と
の
連
携
に
よ
る

体
制
整
備
・
人
材
育
成
（

10
箇
所
）

都
道
府
県
（
指
定
都
市
）
が
中
心
と
な
り
、
大
学
や
特
別
支
援
学

校
、
社
会
福
祉
法
人
、
地
元
企
業
等
が
参
画
す
る
障
害
者
の
生
涯

学
習
の
た
め
の
地
域
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
形
成
し
、
支
援
体
制
を

構
築
す
る
。

学
び
の
場
の
拡
大
に
向
け
て
市
区
町
村
職
員
等
向
け
の
人
材
育
成

研
修
モ
デ
ル
等
を
開
発
・
実
証
す
る
。

社
会
へ
の
移
行
期
に
お
け
る
知
的
障
害
者
等
を

対
象
と
し
た
学
び
の
モ
デ
ル
構
築
（
2→

6箇
所
）

入
学
者
選
抜
や
様
々
な
要
因
等
で
の
進
学
が
困
難
な
障
害

者
（
特
に
知
的
障
害
者
）
が
、
特
別
支
援
学
校
高
等
部
等

を
卒
業
後
も
学
び
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
生
涯
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
大
学
・
専
門
学
校
等
が
開
発
・
実
施
す
る
。

（
３
）
大
学
・
専
門
学
校
等
に
お
け
る
生
涯
学
習
機

会
創
出
・
運
営
体
制
の
モ
デ
ル
構
築

（
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
モ
デ
ル
構
築
）

〔
9百

万
円
〕

市
区
町
村
に
よ
る
障
害
者
を
包
摂
す
る

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
（

30
箇
所
）

障
害
者
の
生
涯
学
習
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
乏
し
い
市
区
町
村

が
、
実
績
あ
る
民
間
団
体
等
と
組
織
的
に
連
携
し
、
主

に
公
民
館
等
の
社
会
教
育
施
設
に
お
け
る
、
障
害
当
事

者
の
ニ
ー
ズ
や
地
域
資
源
等
を
踏
ま
え
た
、

IC
T等

の
活
用
や
多
様
な
体
験
活
動
を
含
む
包
摂
的
な
生
涯
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
・
実
施
し
、
そ
の
横
展
開
を
目
指

す
。

10
00
校
を
超
え
る
全
国
の
国
立
・公
立
・私
立
大
学
、短

期
大

学
の
うち
、こ
れ
ま
で
に
知
的
障
害
者
を
対
象
とし
た
オ
ー
プ
ン
カ

レ
ッジ
・公
開
講
座
を
実
施
し
た
大
学
等
は

42
校
で
あ
り、
そ
の

25
％
は
現
在
は
実
施
して
い
な
い
。

※
令
和
２
年
度
大
学
等
が
開
講
す
る
知
的
障
害
者
を
対
象
とし

た
生
涯
学
習
プ
ログ
ラム
に
関
す
る
調
査

都
道
府
県
レ
ベ
ル
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

地
域
レ
ベ
ル
の
学
習
機
会
拡
充

新
た
な
学
び
の
場
の
創
出

３
.
自
治
体
の
主
体
的
な
取
組
の
促
進
と人

材
育
成
に
向
け
た
普
及
・啓
発
〔2

2百
万
円
〕

２
．
生
涯
学
習
を
通
じ
た
共
生
社
会
の
実
現
に
関
す
る
調
査
研
究
〔

3百
万
円
〕
委
託
事
業

◆
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
実
施

障
害
当
事
者
等
の
参
画
も

得
て
障
害
理
解
啓
発

◆
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

（
実
践
研
究
集
会
）
の
実
施

研
究
成
果
の
普
及
や
実
践
交
流
等

◆
連
携
会
議
の
設
置

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
推
進
等

〔
2百

万
円
〕
◆
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

連
携
強
化
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
に
関
す
る
技
術
的
支
援
等

「障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
共
に
学
び
、生
き
る
共
生
社
会
」の
実
現
に
向
け
、障

害
者
の
持
続
的
な
学
び
の
基
盤
を
整
備

人
材
を
育
成
し
、体
制
を
整
備
し
つ
つ
、学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
開
発
が
必
要

6



３． 
外国人の受入れ拡大に対応し、 
共生社会の実現を図るための 

日本語教育・外国人児童生徒等への 
教育等の充実 

7



外
国
人
の
子
供
た
ち
が
将
来
に
わ
た
って
我
が
国
に
居
住
し、
共
生
社
会
の
一
員
とし
て
今
後
の
日
本
を
形
成
す
る
存
在
で
あ
る
こと
を
前
提
に
、

学
校
等
に
お
い
て
日
本
語
指
導
を
含
め
た
き
め
細
か
な
指
導
を
行
うな
ど、
適
切
な
教
育
の
機
会
が
提
供
され
る
よ
うに
す
る

施
策
の
目
標

日
本
語
指
導
が
必
要
な
児
童
生
徒
等
の
教
育
支
援
基
盤
整
備
事
業

31
百
万
円
（

21
百
万
円
）

・「
か
す
た
ね
っと
」に
よ
る
多
言
語
文
書
、日

本
語
指
導
教
材
等
の
提
供

・ア
ドバ
イザ
ー
の
派
遣

・外
国
人
の
子
供
の
就
学
状
況
等
調
査

・高
等
学
校
「特
別
の
教
育
課
程
」制
度
周
知
、資

料
作
成

等
⇒
（
本
事
業
に
よ
り達

成
され
る
成
果
）
日
本
語
指
導
に
係
る
施
策
立
案
に
関
す
る
助
言
・指
導
や
情
報
共
有
な
どが
図
られ
、外

国
人
児
童
生
徒
等
の
教
育
支
援
体
制
の
基
盤
が
形
成
され
る

外
国
人
の
子
供
の
就
学
促
進
事
業
（

H
27
年
度
～
）

13
9百
万
円
（

10
7

百
万
円
）

＜
支
援
メニ
ュー
＞

補
助
率

3分
の

1
・就
学
状
況
等
の
把
握
、就

学
ガ
イダ
ン
ス

・日
本
語
指
導
、学

習
指
導

等
⇒
（
本
事
業
に
よ
り達

成
され
る
成
果
）

不
就
学
を
防
止
し、
全
て
の
外
国
人
の
子
供
の
教

育
機
会
が
確
保
され
る

児
童
生
徒
の
日
本
語
能
力
把
握
の
充
実
に
向
け
た
調
査
研
究
（
新
規
）

41
百
万
円

・「
外
国
人
児
童
生
徒
の
た
め
の

JS
L対
話
型
ア
セ
ス
メン
ト」
を
踏
ま
え
、児

童
生
徒
の
日
本
語
能
力
を
評
価
す
る
とと
も
に
、日

本
語
指
導
の
目
標
や
指

導
内
容
決
定
の
基
礎
とな
る
能
力
記
述
文
（

Ca
n-

D
o）
を
作
成
す
る

・散
在
地
域
に
お
い
て
、関

係
機
関
が
連
携
し、
日
本
語
能
力
を
含
む
児
童
生
徒
の
実
態
把
握
の
方
法
・体
制
を
研
究
す
る

⇒
（
本
事
業
に
よ
り達

成
され
る
成
果
）

児
童
生
徒
の
日
本
語
能
力
評
価
に
際
し、
客
観
的
な
評
価
ツー
ル
を
活
用
す
る
こと
に
よ
り適

切
な
指
導
が
実
施
され
る

散
在
地
域
に
お
い
て
、関

係
機
関
が
連
携
し、
児
童
生
徒
の
日
本
語
能
力
等
の
実
態
を
踏
ま
え
た
、指

導
体
制
が
整
備
され
る

現 状 ・ 課 題

入
国
・就
学
前

義
務
教
育
段
階

高
等
学
校
段
階

•
約
１
万
人
が
不
就
学
の
可
能
性

•
日
本
語
指
導
が
必
要
な
児
童
生
徒
は
約

5.
8万

人
•
うち
、特

別
の
指
導
を
受
け
られ
て
い
な
い
児
童
生
徒
が
約
１
割
存
在

•
年
間
で

5.
5%

が
中
退

•
大
学
等
進
学
率
は

51
. 9
％

進
学
・

就
職
へ

①
就
学
状
況
の
把
握
、就
学
の

促
進

②
指
導
体
制
の
確
保
・充
実

③
日
本
語
指
導
担
当
教
師
等
の
指
導
力
の
向
上
、支
援
環
境
の
改
善

⑤
異
文
化
理
解
、母
語
・母
文
化
を
尊
重
し
た
取
組
の
推
進

④
中
学
生
・高
校
生
の
進
学
・

キ
ャリ
ア
支
援
の
充
実

体 制 整 備 指 導 内 容 構 築

外
国
人
児
童
生
徒
等
へ
の
教
育
の
充
実

帰
国
・外
国
人
児
童
生
徒
教
育
等
に
係
る
研
究
協
議
会
等

0.
７
百
万
円
（

0.
7百
万
円
）

帰
国
・外
国
人
児
童
生
徒
等
に
対
す
る
き
め
細
か
な
支
援
事
業
（

H
25
年
度
～
）

1,
04

7百
万
円
（

95
1百
万
円
）

＜
支
援
メニ
ュー
＞

補
助
率

3分
の
１

・拠
点
校
方
式
に
よ
る
指
導
体
制
構
築

・日
本
語
指
導
者
、母

語
支
援
員
派
遣

・オ
ン
ライ
ン
指
導
や
多
言
語
翻
訳
シ
ス
テ
ム
等
の

IC
T活

用
・高
校
生
に
対
す
る
包
括
的
な
支
援

等
⇒
（
本
事
業
に
よ
り達

成
され
る
成
果
）

学
校
生
活
に
必
要
な
日
本
語
指
導
、教

科
との
統
合
指
導
、進

路
指
導
な
ど、
外
国
人
児
童
生
徒
等
に
対
す
る
総
合
的
・多
面
的
な
指
導
・支
援
体
制
が

地
域
の
実
情
に
沿
って
構
築
され
る

日
本

語
指

導
の

体
制

整
備

就
学

促
進

イ
ン
パ
ク
ト

全
て
の
外
国
人
の
子
供
が
就
学
す
る
機
会
を
得
る
とと
も
に
、日

本
語
指
導
が
必
要
な
全
て
の
児
童
生
徒
が
学
校
で
充
実
した
教
育
を
受
け
る
こと
で
、日

本
に

お
け
る
生
活
の
基
礎
を
身
に
付
け
、そ
の
能
力
を
伸
ば
し未

来
を
切
り拓

くこ
とが
で
き
る

令
和
５
年
度
要
求
・要
望
額

1,
25

9百
万
円

（
前
年
度
予
算
額

1,
13

2百
万
円
）

8



４． 
コミュニティ・スクールと地域学校協働活動との

一体的推進等による 
地域や家庭の教育力の向上や 

体験活動の充実、 
学校安全体制の整備の推進 

9



学
校
を
核
とし
た
地
域
力
強
化
プ
ラ
ン

背
景 ・

課
題

事
業
内
容

令
和

5年
度
要
求
・要
望
額

10
,9

37
百
万
円

（
前
年
度
予
算
額

7,
44

6百
万
円
）

10
,2

72
百
万
円
（

6,
85

9百
万
円
）

コ
ミュ
ニ
テ
ィ・
ス
ク
ー
ル
と地

域
学
校
協
働
活
動
を
一
体

的
に
推
進
す
る
自
治
体
の
取
組
を
支
援
。地

域
と学

校
の

連
携
・協
働
に
よ
る
学
校
運
営
、地

域
住
民
が
参
画
した
学

習
支
援
・体
験
活
動
や
働
き
方
改
革
に
資
す
る
取
組
な
ど

多
様
な
活
動
を
推
進
。

1
地
域
と学

校
の
連
携
・協
働
体
制
構
築
事
業

12
5百

万
円
（

75
百
万
円
）

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
の
組
織
化
に
よ
る
学
習
機
会
や
相
談

対
応
、児

童
虐
待
や
不
登
校
な
どの
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
支

援
員
等
に
対
す
る
研
修
の
強
化
、保
護
者
に
寄
り添

うア
ウ
ト

リー
チ
型
支
援
の
実
施
。

２
地
域
に
お
け
る
家
庭
教
育
支
援
基
盤
構
築
事
業

33
8百

万
円
（

33
8百

万
円
）

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・リ
ー
ダ
ー
（
防
犯
の
知
識
を
有
す
る
者
）

や
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
（
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィア
）
の
活
用
等
に

よ
り、
地
域
と連

携
し
た
学
校
安
全
の
取
組
を
推
進
し、
地
域
ぐ

る
み
で
子
供
の
安
全
を
見
守
る
体
制
を
整
備
。

３
地
域
ぐる
み
の
学
校
安
全
体
制
整
備
推
進
事
業

9百
万
円
（

10
百
万
円
）

就
職
や
キ
ャリ
ア
ア
ップ
に
お
い
て
不
利
な
立
場
に
あ
る
高
校

中
退
者
等
を
対
象
に
、地

域
資
源
を
活
用
しな
が
ら、
高
等

学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
身
に
付
け
させ
る
た
め
の
学
習
相

談
及
び
学
習
支
援
等
を
実
施
す
る
自
治
体
の
取
組
を
支
援
。

４
地
域
に
お
け
る
学
び
を
通
じ
た

ス
テ
ップ
ア
ップ
支
援
促
進
事
業

12
0百

万
円
（

99
百
万
円
）

自
然
体
験
、農

山
漁
村
体
験
、文

化
芸
術
体
験
な
ど宿
泊
を

伴
う様

々
な
体
験
活
動
を
通
じて
、児

童
生
徒
の
豊
か
な
人
間

性
や
社
会
性
を
育
む
とと
も
に
、自

己
有
用
感
を
高
め
、自

らの
役

割
を
意
識
させ
る
な
ど一
人
一
人
の
キ
ャリ
ア
発
達
を
促
進
。

５
健
全
育
成
の
た
め
の
体
験
活
動
推
進
事
業

8百
万
円
（

8百
万
円
）

キ
ャリ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
を
都
道
府
県
等
に

配
置
し、
地
元
企
業
等
と連

携
し
た
職
場
体
験
や
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ップ
及
び
地
元
へ
の
愛
着
を
深
め
る
キ
ャリ
ア
教
育
を
推
進
し、

地
元
に
就
職
し地

域
を
担
う人

材
を
育
成
。

地
域
を
担
う人

材
育
成
の
た
め
の

キ
ャリ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
推
進
事
業

６

・少
子
高
齢
化

・地
域
の
つ
な
が
りの
希
薄
化

・い
じめ
や
不
登
校
、児

童
虐
待
の
増
大

・教
員
の
多
忙
化

・地
域
全
体
の
教
育
力
の
向
上

・地
域
コミ
ュニ
テ
ィの
活
性
化
（
地
方
創
生
）

・地
域
全
体
で
子
供
た
ち
の
成
長
を
支
え
る

社
会
の
実
現

○
地
域
住
民
等
の
参
画
に
よ
る
多
様
な
取
組
の
充
実

○
学
校
・家
庭
・地
域
住
民
等
が
連
携
・協
働
し
て
教

育
を
行
うた
め
の
体
制
整
備

事
業

概
要
：

下
記
①
～
⑥
の
メニ
ュー
を
組
み
合
わ
せ
て
実
施
す
る
自
治
体
の
取
組

を
総
合
的
又
は
連
携
して
支
援
す
る
補
助
事
業

対
象

(交
付
先

)
：

都
道
府
県
・政
令
市
・中
核
市
（
以
下
「都
道
府
県
等
」）

補
助

率
：

国
1/

3、
都
道
府
県

1/
3、
市
町
村

1/
3

（
都
道
府
県
等
が
直
接
実
施
す
る
場
合
、都

道
府
県
等

2/
3）

件
数

・
単

価
：

各
メニ
ュー
に
よ
って
補
助
対
象
とな
る
件
数
・単
価
は
異
な
る

➤
予
測
困
難
な
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、子

供
た
ち
や
学
校
、地

域
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
に
対
し、
学
校
・家
庭
・地
域
が
連
携
し
て
対
応
し
て
い
く必
要
が
あ
る

➤
そ
の
た
め
、自

治
体
が
、そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
実
情
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
効
果
的
な
取
組
を
実
施
で
き
る
よ
う、
選
択
し
た
複
数
の
事
業
を
総
合
的
、又
は
連
携
し
て
支
援

➤
地
域
の
多
様
な
関
係
者
が
、当
事
者
とし
て
取
組
に
参
画
し、
取
組
の
中
で
さら
に
学
び
・つ
な
が
り、
そ
の
学
び
や
ネ
ット
ワ
ー
クが
取
組
を
発
展
させ
る
学
び
の
循
環
づ
くり
、

学
び
を
通
じ
た
地
域
づ
くり
を
推
進
し、
地
域
全
体
で
未
来
を
担
う子

供
た
ち
の
成
長
を
支
え
て
い
く社
会
の
実
現
を
目
指
す

10



地
域
と学

校
の
連
携
・協
働
体
制
構
築
事
業

～
コミ
ュニ
テ
ィ・
ス
ク
ー
ル
と地

域
学
校
協
働
活
動
の
一
体
的
推
進
～

背
景 ・

課
題

【
ア
ウ
ト
プ
ット
（
活
動
目
標
）
】

【
イ
ン
パ
ク
ト
、目
指
す
べ
き
姿
】

事
業
内
容

令
和

5年
度

要
求

・要
望

額
10

,2
72

百
万

円
（

前
年

度
予

算
額

6,
85

9百
万

円
）

R4
(予

定
)

R5
(予

定
)

R6
(予

定
)

14
,0

00
校

17
,0

00
校

20
,0

00
校

➤
予

測
困

難
な

これ
か

らの
社

会
に

お
い

て
は

、学
校
・家
庭
・地
域
が
連
携
・協
働

し、
社
会
全
体
で
学
校
や
子
供
た
ち
の
成

長
を
支
え
る
こと
が
重
要

➤
コミ

ュニ
テ

ィ・
ス

クー
ル

は
、学

校
や

子
供

た
ち

の
課

題
の

解
決

に
向

け
て

、保
護
者
や
地
域
住
民
等
が
一
定
の
権
限
と責

任
を
持
つ
「当
事
者
」と
し
て
学
校
運
営
に
参
画

す
る

学
校

運
営

協
議

会
を

置
く学

校
（

Ｒ
3時

点
：

11
,8

56
校

)
➤

社
会

教
育

活
動

で
あ

る
地
域
学
校
協
働
活
動
と密

接
に
つ
な
が
る

こと
で

、社
会

に
開

か
れ

た
教

育
課

程
の

実
現

、い
じ

め
・不

登
校

、学
校

に
お

け
る

働
き

方
改

革
、福

祉
・ま

ち
づ

くり
・地

域
防

災
な

どの
課

題
に

も
効

果
的

な
対

応
が

可
能

とな
る

た
め

、全
て
の
学
校
で
コ
ミュ
ニ
テ
ィ・
ス
ク
ー
ル
と地

域
学
校
協
働
活
動
を
一
体
的
に
推
進

す
る

こと
が

必
要

第
２

章
新

しい
資

本
主

義
に

向
け

た
改

革
２

．
社

会
課

題
の

解
決

に
向

け
た

取
組

（
２

）
包

摂
社

会
の

実
現

（
共

生
社

会
づ

くり
）

地
域
と学

校
が
連
携
し
た
コミ
ュニ
テ
ィ・
ス
ク
ー
ル
の

導
入
を
加
速
す
る

とと
も

に
、…

（
略

）

経
済
財
政
運
営
と改

革
の
基
本
方
針

20
22

（
令

和
4年

6月
7日

閣
議

決
定

）

【具
体
的
な
取
組
】

対
象

(交
付

先
)

：
都

道
府

県
・政

令
市

・中
核

市

要
件

：
①

コミ
ュニ

テ
ィ・

ス
クー

ル
の

導
入

又
は

導
入

計
画

が
あ

る
こと

②
地

域
学

校
協

働
活

動
推

進
員

を
配

置
して

い
る

こと
補

助
率

等
：

国
1/

3、
都

道
府

県
1/

3、
市

町
村

1/
3

（
10

,0
00

か
所

×
約

98
万

円
（

国
庫

補
助

）
）

支
援

内
容

：
地

域
学

校
協

働
活

動
推

進
員

や
地

域
ボ

ラン
テ

ィア
等

に
係

る
諸

謝
金

、活
動

に
必

要
な

消
耗

品
費

等

○
全

て
の

公
立

学
校

・地
域

に
お

い
て

、地
域

と学
校

の
連

携
・協

働
体

制
を

構
築

し
、地

域
全

体
で

子
供

た
ち

の
成

長
を

支
え

る
社

会
を

実
現

【
ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
目
標
）
】

○
地

域
学

校
協

働
活

動
推

進
員

等
の

配
置

（
R4

）
30

,0
00

人
→

（
R5

）
31

,0
00

人

【事
業
の
概
要
】

コミ
ュニ
テ
ィ・
ス
ク
ー
ル
と地

域
学
校
協
働
活
動
を
一
体
的
に
推
進
す
る

自
治
体
の
取
組
に
対
す
る
財
政
支
援

（
自

治
体

向
け

補
助

事
業

）

➤
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
の
配
置

○
10

,0
00

か
所

（
31

,0
00

人
）

→
うち

10
,0

00
人
を
常
駐
化
（

8,
00

0人
増
）

→
新

た
に
高
校
等

1,
00

0人
増

➤
地
域
学
校
協
働
活
動
の
実
施

①
学
校
の
働
き
方
改
革

に
資

す
る

取
組

②
学
習
支
援

や
体
験
・交
流

活
動

→
特

に
、困
難
を
抱
え
る
子
供
へ
の
対
応

企
業
等
と連

携
し
た
活
動

学
校
の
部
活
動
支
援
との
連
携

等
課

題
に

対
応

す
る

た
め

の
活

動
を

充
実

➤
教
育
委
員
会
の
伴
走
支
援
体
制
の
強
化

○
CS
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
配
置

（
都

道
府

県
等

）
○

研
修

の
充

実
○

デ
ジ

タル
技

術
の

活
用

促
進

○
コミ

ュニ
テ

ィ・
ス

クー
ル

導
入

校
数

の
増

加

○
地

域
学

校
協

働
活

動
（

学
校

の
働

き
方

改
革

に
資

す
る

取
組

等
）

の
充

実

（
主

な
ポ

イン
ト）

（
地

域
学

校
協

働
本

部
）

企
業

社
会
教
育

団
体
・施
設

学
生

地
域
住
民

Ｎ
Ｐ
Ｏ

文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
団
体

Ｐ
Ｔ
Ａ

保
護
者

地
域
学
校
協
働
活
動

小
小

高
特

中

コ
ミュ
ニ
テ
ィ・
ス
ク
ー
ル

幼

自 治 体 （ 教 育 委 員 会 ）

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員

(学
校
と地

域
を
つ
な
ぐ企

画
・調
整
役
）

常
駐

高

【取
組

例
】（

岡
山

県
浅

口
市

）
コミ

ュニ
テ

ィ・
ス

クー
ル

で
の

協
議

に
よ

り、
業
務

の
見
直
し

や
効
果
的
な
地
域
学
校
協
働
活
動

を
実

施
し、
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
実
現

○
学

校
の

働
き

方
改

革
に

資
す

る
取

組
を

実
施

す
る

学
校

数
の

増
加

（
R3

年
度

：
55

％
）
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0

地
域
に
お
け
る
家
庭
教
育
支
援
基
盤
構
築
事
業

（
「学

校
を

核
とし

た
地

域
力

強
化

プ
ラン

」事
業

）

背
景
・課
題

事
業
内
容

令
和

5年
度

要
求

・要
望

額
12

5百
万

円
（

前
年

度
予

算
額

75
百

万
円

）

①
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
家
庭
教
育
支
援
の
促
進
（
継
続
）

［
67

百
万

］
地

域
に

お
い

て
人

材
の

発
掘

・リ
ー

ダー
の

養
成

等
に

よ
り家

庭
教

育
支

援
チ

ー
ム

を
組

織
化

し、
保

護
者

へ
の

学
習

機
会

や
情

報
の

提
供

等
を

実
施

。
→

R ５
目

標
：

1,
00

0チ
ー
ム

②
個
別
の
支
援
が
必
要
な
家
庭
へ
の
対
応
強
化
（
拡
充
）

①
に
加
え
て
、特
に
個
別
の
支
援
が
必
要
な
家
庭
に
対
し

、地
域

か
ら孤

立
しな

い
よ

う、
専
門
人
材
も
活
用
し
、個
々
の
状
況
に
寄
り添

い
な
が
ら
、

●
相
談
対
応
や
情
報
提
供

を
実

施
。［

52
百

万
］

●
地
域
人
材
の
資
質
向
上
の
た
め
の
研
修

の
実

施
。［

６
百

万
］

→
R ５

目
標

：
50

0チ
ー
ム

児
童

福
祉

法
に

基
づ

く対
応

＜
子

育
て

家
庭

＞

＜
家

庭
教

育
支

援
チ

ー
ム

＞
学
び
の
場
や

情
報
の
提
供
等

ア
ウ
ト
リー
チ
型

支
援

・「
孤

独
・孤

立
対

策
の

重
点

計
画

」の
施

策
を

着
実

に
進

め
る

とと
も

に
、（

略
）

、ひ
き

こも
り支

援
に

資
す

る
支

援
策

の
充

実
とと

も
に

、
ア

ウ
トリ

ー
チ

型
の

ア
プ

ロー
チ

（
略

）
を

推
進

し、
確

実
に

支
援

を
届

け
る

方
策

を
講

ず
る

。

骨
太
の
方
針

20
22

（
令

和
4年

6月
7日

閣
議

決
定

）

イ
ン
パ
ク
ト
（
国
民
・社
会
へ
の
影
響
）

・
家

庭
・学

校
・地

域
の

連
携

・協
力

の
下

、社
会

全
体

で
子

供
た

ち
の

健
や

か
な

育
ち

を
支

え
る

環
境

を
構

築
。

・
保

護
者

の
子

育
て

環
境

に
子

供
た

ち
の

育
ち

が
左

右
され

る
こと

が
な

くな
り、

不
登

校
・児

童
虐

待
の

減
少

、少
子

化
の

改
善

へ
。

ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
目
標
）

保
護

者
の

不
安

や
課

題
等

へ
の

早
期

対
応

が
可

能
に

な
り、

身
近

な
地

域
に

子
育

て
の

悩
み

を
相

談
で

き
る

人
が

い
る

保
護

者
の

割
合

が
改

善
す

る
。（

R３
:2

9.
9％

）

ア
ウ
ト
プ
ット
（
活
動
目
標
）

・
家

庭
教

育
支

援
チ

ー
ム

を
1,

00
0

チ
ー

ム
設

置
。

・
チ

ー
ム

の
半

数
が

ア
ウ

ト
リー

チ
型

支
援

を
実

施
。

【補
助

率
】


事

業
開

始
：

平
成

27
年

度
～

国
1/

3
都

道
府

県
1/

3
市

町
村

1/
3

家
庭
教
育
・子
育
て
に

関
心
が
あ
る
家
庭

不
安
や
悩
み
を

抱
え
る
家
庭

福
祉
的
な
対
応

が
必
要
な
家
庭

学
校

・教
育

委
員

会
と連

携
し

つ
つ

、地
域

の
多

様
な

人
材

（
※

）
を

活
用

して
実

施

※
元

教
員

、社
会

教
育

関
係

者
、子

育
て

経
験

者
等

）

○
こど

も
家

庭
庁

が
設

置
され

、子
供

の
学

び
や

育
ち

を
家

庭
を

含
め

た
社

会
全

体
で

支
援

す
る

こと
が

求
め

られ
る

。
○

約
7割

の
保

護
者

が
子

育
て

に
悩

み
や

不
安

を
抱

え
て

い
る

○
地

域
に

お
い

て
子

育
て

の
悩

み
を

相
談

で
き

る
人

は
約

3割
○

不
登

校
の

増
加

(約
13

万
人

)、
家

庭
の

孤
立

化
に

よ
る

児
童

虐
待

(約
20

万
件

)の
リス

ク増

①
身

近
な

地
域

に
お

い
て

、保
護

者
の

悩
み

・不
安

を
解

消
で

き
る

家
庭

教
育

支
援

チ
ー

ム
を

構
築

す
る

必
要

が
あ

る
。

②
家

庭
教

育
支

援
チ

ー
ム

に
お

い
て

、３
～

４
割

が
ア

ウ
トリ

ー
チ

型
支

援
を

実
施

して
い

る
が

、
人

材
・予

算
の

確
保

が
課

題
とな

って
い

る
。
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家
庭
教
育
支
援
推
進
事
業
～
効
果
的
な
支
援
方
策
の
調
査
検
討
・普
及
啓
発
～

背
景
・課
題

事
業
内
容

令
和
５
年
度
要
求
・要
望
額

39
百
万
円

（
前
年
度
予
算
額

43
百
万
円
）

〇
家
庭
教
育
支
援
を
効
果
的
に
行
うた
め
、子

育
て
家
庭
の
属
性
を
踏
ま
え
た
き
め
細
か
な
調
査
・分
析
が
必
要
。

〇
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
の
設
置
地
域
に
偏
りが
あ
り、
チ
ー
ム
の
組
織
化
の
ノウ
ハ
ウ
の
な
い
自
治
体
も
あ
る
た
め
、

チ
ー
ム
の
組
織
化
や
人
材
の
確
保
・養
成
等
の
ノウ
ハ
ウ
を
集
約
して
、い
つ
で
も
利
活
用
で
き
る
家
庭
教
育
支
援

シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
。

〇
保
護
者
の
不
安
や
悩
み
を
解
決
で
き
る
人
材
の
確
保
が
課
題
と感

じる
自
治
体
が
多
い
た
め
、

民
間
（

N
PO
等
）
等
の
ノウ
ハ
ウ
の
活
用
・連
携
も
視
野
に
入
れ
た
、対

策
が
必
要
。

・「
孤
独
・孤
立
対
策
の
重
点
計
画
」の
施
策
を
着
実
に
進
め
る
と

とも
に
、（

略
）
ひ
き
こも
り支

援
に
資
す
る
支
援
策
の
充
実
と

とも
に
、ア
ウ
トリ
ー
チ
型
の
ア
プ
ロー
チ
（
略
）
を
推
進
し、
確
実

に
支
援
を
届
け
る
方
策
を
講
ず
る
。

骨
太
の
方
針

20
22
（
令
和

4年
6月

7日
閣
議
決
定
）

家
庭
教
育
支
援
推
進
の
た
め
の
調
査
研
究
の
実
施
（
委
託
：
拡
充
）
［

34
百
万
円
］

家
庭
教
育
支
援
推
進
の
た
め
の
検
討
委
員
会
の
開
催
（
国
直
轄
：
継
続
）

［
2百

万
円
］

社
会
の
変
化
に
応
じた
家
庭
教
育
支
援
に
つ
い
て
、有

識
者
等
で
構
成

す
る
検
討
委
員
会
を
設
置
し、
効
果
的
な
支
援
策
の
検
討
を
行
う。

全
国
家
庭
教
育
支
援
研
究
協
議
会
の
開
催
（
国
直
轄
：
継
続
）

［
3百

万
円
］

家
庭
教
育
支
援
に
関
す
る
効
果
的
な
方
策
を
全
国
に
普
及
啓
発
す
る
た
め
、

・優
良
事
例
の
紹
介
や
、効

果
的
な
連
携
方
策
の
共
有

・家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
、家

庭
教
育
支
援
員
の
研
修
・交
流
の
場
を
設
定

ア
ウ
ト
プ
ット
（
活
動
目
標
）

ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
目
標
）

イ
ン
パ
ク
ト
（
国
民
・社
会
へ
の
影
響
）

・
家
庭
・学
校
・地
域
の
連
携
・協
力
の
下
、社

会
全
体
で
子

供
た
ち
の
健
や
か
な
育
ち
を
支
え
る
環
境
を
構
築
。

・
保
護
者
の
子
育
て
環
境
に
子
供
た
ち
の
育
ち
が
左
右
され
る
こ

とが
な
くな
り、
不
登
校
・児
童
虐
待
の
減
少
、少

子
化
の
改
善

へ
。

①
家
庭
教
育
に
つ
い
て
の
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

ア
フタ
ー
コロ
ナ
下
の
保
護
者
の
状
況
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
、家

庭
の
属
性

(所
得
、雇

用
形
態
、学

歴
、

地
域
、ひ
とり
親
、外

国
籍
等

)を
明
らか
に
した
うえ
で
、き
め
細
か
く実
態
を
把
握
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト調

査
を
実
施
。

②
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
の
充
実
の
た
め
の
調
査
研
究
の
実
施

⑴
家
庭
教
育
支
援
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
実
証
研
究

全
国
の
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
の
ノウ
ハ
ウ

(人
材
養
成
・確
保
等

)を
集
約
・デ
ー
タ化

し、
時
間
的
・

地
理
的
制
約
に
よ
らず
利
活
用
で
き
る
家
庭
教
育
支
援
シ
ス
テ
ム
の
、自

治
体
に
お
け
る
実
証
研
究
を
実
施
。

⑵
民
間
に
よ
る
家
庭
教
育
支
援
の
調
査
研
究

自
治
体
に
よ
る
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
の
活
動
の
充
実
に
向
け
て
、家

庭
教
育
支
援
に
資
す
る
取
組
を

行
って
い
る
民
間
団
体

(N
PO
等

)と
の
連
携
方
策
に
つ
い
て
の
実
証
研
究

・
研
究
結
果
の
共
有
・普
及
、支

援
員
の
交
流
の
場

とし
て
全
国
協
議
会
を
開
催
。

・
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
を

10
00
チ
ー
ム
設
置
。

・チ
ー
ム
の
半
数
が
ア
ウ
トリ
ー
チ
型
支
援
を
実
施
。


事
業
開
始
：
平
成

29
年
度
～

保
護
者
の
不
安
や
課
題
等
へ
の
早
期
対
応
が
可
能
に
な
り、

身
近
な
地
域
に
子
育
て
の
悩
み
を
相
談
で
き
る
人
が
い
る
保

護
者
の
割
合
が
改
善
す
る
。（

R３
:2

9.
9％

）
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0

体
験
活
動
等
を
通
じ
た
青
少
年
自
立
支
援
プ
ロ
ジ
ェク
ト

背
景
・課
題

1.
全
国
的
な
リア
ル
体
験
活
動
の
普
及
啓
発
（
委
託
：
継
続

H
23
～
）


家
庭
や
企
業
、社

会
教
育
団
体
、青

少
年
教
育
指
導
者
等
が
体
験
活
動
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
くた
め
の
フォ
ー
ラム
な
ど、
体
験
活
動
等
を
定
着
させ
る
た
め
の
普
及
啓
発
事
業

を
実
施
す
る
。


件
数
・単
価
：
３
箇
所

×
@

1百
万
円

・体
験
活
動
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
普
及
啓
発
事
業
の

実
施
。

・長
期
自
然
体
験
活
動
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
。

・企
業
表
彰
へ
の
応
募
企
業
数
、増

加
。

・多
様
な
主
体
を
マ
ッチ
ン
グ
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
。

・多
様
な
主
体
の
連
携
に
よ
る
体
験
活
動
事
業
の
実
施
。

ア
ウ
ト
プ
ット
（
活
動
目
標
）

ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
目
標
）

イ
ン
パ
ク
ト
（
国
民
・社
会
へ
の
影
響
）

事
業
内
容


次
代
の
社
会
を
担
う者

とし
て
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
力
、対

立
等
を
克
服
す
る
力
、責

任
あ
る
行
動
を
とる
力
等
を
身
に
付
け
て
い
くた
め
に
も
リア
ル
な
体
験
活
動
が
重
要
で
あ
る
。


一
方
で
、少

子
化
や
核
家
族
化
、デ
ジ
タル
化
が
進
む
中
、子

供
た
ち
の
リ ア
ル
な
体
験
が
不
足
して
い
る
。さ
らに
コロ
ナ
禍
で
この
傾
向
に
拍
車
が
か
か
って
い
る
。


ま
た
、貧

困
、障

害
、不

登
校
、外

国
籍
等
、様

々
な
課
題
を
抱
え
る
子
供
や
特
別
な
ニ
ー
ズ
の
あ
る
子
供
へ
の
支
援
が
社
会
的
課
題
に
な
って
い
る
。


これ
らを
踏
ま
え
、文

部
科
学
省
に
お
い
て
は
、令
和
４
年
２
月
に
「教
育
進
化
の
た
め
の
改
革
ビ
ジ
ョン
」を
公
表
し、
地
域
や
企
業
と連

携
し全

て
の
子
供
に
学
校
内
外
で
の
リア
ル

な
体
験
活
動
を
推
進
す
る
こと
とし
て
い
る
。


ま
た
、自

己
肯
定
感
や
正
義
感
の
育
成
等
「W

el
l-b

ei
ng
」の
観
点
か
らも
青
少
年
の
体
験
活
動
は
重
要
で
あ
る
。

青
少
年
の
リア
ル
な
体
験
活
動
の
機
会
の
充
実
を
図
る
た
め
、普

及
啓
発
、調

査
研
究
、顕

彰
事
業
、自

然
体
験
活
動
モ
デ
ル
事
業
とと
も
に
、企

業
等
と連

携
した
体
制
構
築
を
図
る
。

2.
青
少
年
の
体
験
活
動
の
推
進
に
関
す
る
調
査
研
究
（
委
託
：
継
続

H
25
～
）


青
少
年
の
体
験
活
動
が
も
た
らす
影
響
に
つ
い
て
明
らか
に
す
る
た
め
、多

様
な
体
験
活
動

の
在
り方

に
つ
い
て
、事

例
の
収
集
や
効
果
の
検
証
を
行
う。


件
数
・単
価
：
１
箇
所

×
@

6百
万
円

３
.子
供
たち
の
心
身
の
健
全
な
発
達
の
ため
の
自
然
体
験
活
動
推
進
事
業
（
委
託
：
継
続

R3
～
）


安
全
・安
心
に
リア
ル
な
体
験
活
動
を
行
うた
め
の
コロ
ナ
禍
に
お
け
る
長
期
（
４
泊
５
日
程

度
）
の
自
然
体
験
活
動
等
の
モ
デ
ル
事
業
を
行
う。


件
数
・単
価
：

12
箇
所

×
2回

×
@

2百
万
円

４
.青
少
年
の
体
験
活
動
推
進
企
業
表
彰
（
直
轄
：
継
続

H
25
～
）


社
会
貢
献
活
動
の
一
環
とし
て
青
少
年
を
対
象
に
優
れ
た
実
践
を
行
う企

業
を
表
彰
し、

そ
の
取
組
を
全
国
に
広
く紹
介
す
る
。

令
和

5年
度
要
求
・要
望
額

22
5百

万
円

（
前
年
度
予
算
額

72
百
万
円
）

５
.企
業
等
と連

携
し
た
体
験
活
動
推
進
体
制
構
築
事
業
（
委
託
：
新
規
）


子
供
た
ち
の
リア
ル
な
体
験
の
機
会
充
実
の
た
め
、デ
ジ
タル
化
や
コロ
ナ
対
応
を
踏
ま
え
な

が
ら、
体
験
活
動
の
推
進
に
取
り組

む
地
域
や
企
業
と教

育
機
関
の
連
携
促
進
の
た
め

の
体
制
構
築
を
図
る
。

≪
事
業
内
容
≫

【全
国
的
な
推
進
体
制
の
構
築
】

・各
地
域
の
取
組
の
サ
ポ
ー
ト（

伴
走
支
援
や
好
事
例
の
横
展
開
等
）

・多
様
な
主
体
を
マ
ッチ
ン
グ
す
る
シ
ス
テ
ム
や
マ
ニ
ュア
ル
の
構
築

・体
験
活
動
に
積
極
的
な
企
業
、教

育
機
関
の
見
え
る
化

【各
地
域
に
お
け
る
推
進
体
制
の
構
築
】

・地
域
や
企
業
、教

育
機
関
等
、多

様
な
主
体
の
連
携
に
よ
る
体
験
活
動
の
推
進

体
制
の
構
築

・取
組
を
持
続
的
に
推
進
して
い
く仕
組
み
の
構
築


件
数
・単
価
：

7地
域

×
2箇

所
×

@
10
百
万
円


事
業
期
間
：
令
和
５
年
度
～
令
和
７
年
度 体
験
活
動
の
機
会
が
充
実
し
、子

供
た
ち
に
「社
会
を
生
き
抜
く力
」と
し

て
必
要
な
非
認
知
能
力
（
自
己
肯

定
感
、自

律
性
、
協
調
性
、積

極
性
等
）
が
育
成
され
る
。

初
期

体
験
活
動
の
機
会
を
提
供
す
る
主
体
の
増
加
。

各
地
域
拠
点
に
お
け
る
推
進
体
制
の
継
続
的
実
施
。

中
期

当
事
業
に
参
加
す
る
子
供
の
増
加
。

モ
デ
ル
の
横
展
開
等
に
よ
る
地
域
拠
点
の
増
加
。

長
期

当
事
業
の
成
果
の
展
開
や
、他

の
施
策
とも
相
ま
っ

て
、体

験
活
動
に
参
加
す
る
子
供
が
増
加
す
る
。
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0

「新
しい
生
活
様
式
」や
「子
供
の
読
書
活
動
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
」等
に
対
応
した
読
書
活
動
や
新

学
習
指
導
要
領
を
踏
ま
え
た
学
校
図
書
館
の
機
能
強
化
や
活
性
化
に
向
け
た
、新

た
な
読
書
活
動
の
モ
デ

ル
な
どを
構
築
す
る
た
め
、読

書
活
動
推
進
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
す
る
。＜

委
託
事
業
：
教
育
委
員
会
等
＞

＜
取
組
内
容
＞

①
発
達
段
階
な
どに
応
じ
た
読
書
活
動
推
進
事
業

次
期
「子
供
の
読
書
活
動
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
」を
踏
ま
え
た
、紙

とデ
ジ
タル
の

特
性
を
活
か
した
読
書
活
動
の
先
導
的
な
取
組
や
、発

達
段
階
や
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
した
効
果
的
な
取
組
を
行
う。

（
委
託
先
：
２
箇
所
（
小
・中
・高
等
学
校
等
、公

立
図
書
館
）

②
学
校
図
書
館
図
書
の
購
入
促
進
事
業

新
学
習
指
導
要
領
を
踏
ま
え
た
学
校
図
書
館
を
活
用
した
授
業
を
進
め
る
た
め
、

新
しい
トピ
ック
に
関
連
す
る
書
籍
（
感
染
症

,S
D

Gs
な
ど）

、新
聞
、優

良
図
書

及
び
授
業
に
必
要
な
基
本
図
書
の
整
備
状
況
な
どを
再
点
検
し、
計
画
的
な
図
書

の
更
新
を
定
め
た
図
書
整
備
計
画
の
策
定
や
コミ
ュニ
テ
ィ・
ス
クー
ル
及
び
地
域
の

図
書
館
・ボ
ラン
テ
ィア
等
との
連
携
した
図
書
館
資
料
を
活
用
した
モ
デ
ル
授
業

の
実
施
な
ど学

校
図
書
館
図
書
の
購
入
促
進
に
向
け
た
取
組
を
行
う。

（
委
託
先
：
２
箇
所
（
小
学
校
、中

学
校
）

読
書
活
動
総
合
推
進
事
業

背
景
・課
題

「子
供
の
読
書
活
動
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
」等
へ
の
対
応
の
た
め
、図

書
館
や
学
校
図
書
館
等
を
活
用
した
読
書
活
動
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
の
以
下
の
取
組
を
行
う。

ア
ウ
ト
プ
ット
（
活
動
目
標
）

子
供
の
読
書
活
動
の
新
た
な
取
組
や
理
解
推
進
の
取
組
、

学
校
図
書
館
の
活
性
化
な
どに
よ
り、
読
書
習
慣
の
形
成
や

読
書
へ
の
関
心
を
高
め
る
な
ど全

国
的
な
普
及
を
図
る
。

ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
目
標
）

子
供
の
不
読
率
の
改
善
な
ど自

主
的
な
読
書
活
動
の

増
加
や
学
校
図
書
館
の
図
書
資
料
の
購
入
冊
数
の
増
加

な
ど学

校
図
書
館
の
全
国
的
な
整
備
の
拡
大

イ
ン
パ
ク
ト
（
国
民
・社
会
へ
の
影
響
）

「子
ども
読
書
活
動
推
進
法
」の
理
念
で
あ
る
子
供
た
ち
が

言
葉
を
学
び
、感
性
を
磨
き
、表
現
力
を
高
め
、創
造
力
を
豊

か
な
も
の
に
し
、人
生
を
よ
り深

く生
き
る
力
を
身
に
付
け
る
。

事
業
内
容

○
国
の
計
画
へ
の
対
応

・「
子
供
の
読
書
活
動
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
」（

R
5～

R
9）

R5
か
らの
次
期
計
画
を
策
定
予
定
。発

達
段
階
ご
との
効
果
的
な
取

組
や
読
書
とI

CT
の
ベ
ス
トミ
ック
ス
の
た
め
の
方
策
な
どを
検
討
す
る
とと
も

に
、高

校
生
の
不
読
率
（
１
か
月
に
１
冊
も
本
読
ま
な
い
子
供
の
割

合
）
は
依
然
とし
て
高
い
。

16
.4

8.
9

5.
0 

5.
0

5.
6

5.
5

（
2.

0）

43
.0

32
.8

14
.7

16
.4

15
10

.1
（

8.
0）

58
.8

56
.0

51
.5

53
.2

50
.4

49
.8

（
26

.0
）

0204060

H1
2

H1
4

H2
0

H2
4

H2
9

R3
R4

※
１
か
月
に
一
冊
も
本
を
読
ま
な
い
子
供
の
割
合

■
小

■
中

■
高

(
)は
第
三
次
計
画
で
定
め
た
目
標
値

・第
6期

「学
校
図
書
館
図
書
整
備
等
５
か
年
計
画
」（

R
４
～
Ｒ
８
）

Ｒ
4年

度
か
らの
第

6期
計
画
を
踏
ま
え
た
国
の
支
援
策
が

必
要
。
特
に
図
書
の
更
新
が
課
題
。

○
取
り巻

く情
勢
の
変
化

・G
IG

Aに
よ
る
一
人
一
台
端
末
の
整
備
を
踏
ま
え
た
学
校
図
書
館
の
利
活
用
が
課
題
。

・３
密
を
避
け
る
な
ど「
新
しい
生
活
様
式
」が
提
唱
され
、オ
ン
ライ
ン
を
活
用
した
取
組
が
課
題
。

・著
作
権
法
改
正
に
よ
り、
図
書
館
資
料
の
メー
ル
送
信
等
が
可
能
とな
る
こと
を
踏
ま
え
、図

書
館
に
お
け
る
新
た
な
業
務
へ
の
現
場
負
担
の
軽
減
が
課
題
。

○
読
書
活
動
の
総
合
的
推
進

・従
来
、読

書
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
は
学
校
図
書
館
や
図
書
館
な
ど個

別
の
事
業
内
で

実
施
して
き
た
が
、図

書
館
、学

校
、民

間
団
体
な
ど幅

広
い
関
係
者
・機
関
が
連
携
し、

一
体
とな
った
読
書
活
動
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こと
が
必
要
。

R3
：
小
学
生

5.
5%

、中
学
生

10
.1

%
、高

校
生

49
.8

%

図
書
館
・学
校
図
書
館
等
を
活
用
した
読
書
活
動
の
推
進

7,
37

5千
円

司
書
教
諭
講
習
の
実
施

21
,4

31
千
円

学
校
図
書
館
法
に
基
づ
き
、学

校
図
書
館
の
専
門
的
職
務
を
掌
る
「学
校
図
書
館

司
書
教
諭
」の
養
成
の
た
め
、全

国
の
教
育
機
関
が
講
習
を
実
施
す
る
た
め
の
経
費
を

措
置
す
る
。＜

委
託
事
業
：
大
学
及
び
教
育
委
員
会
（
４
７
箇
所
）
＞

「子
ども
読
書
の
日
」（

4月
23
日
）
の
理
解
推
進

4,
91

0千
円

国
民
の
間
に
広
く子
供
の
読
書
活
動
に
つ
い
て
関
心
と理

解
を
深
め
る
た
め
に
、

「子
ども
読
書
の
日
」（

4月
23
日
）
を
広
く周
知
す
る
とと
も
に
、特

色
あ
る
優
れ
た

取
組
を
行
って
い
る
民
間
団
体
等
を
表
彰
す
る
。＜

直
轄
事
業
＞

読
書
活
動
の
推
進
等
に
関
す
る
調
査
研
究

12
,9

76
千
円

①
次
期
子
供
読
書
基
本
計
画
を
踏
ま
え
、子

供
の
読
書
活
動
の
実
態
把
握
な
ど

今
後
の
施
策
の
基
礎
資
料
を
得
る
た
め
の
調
査
分
析
等
を
行
う。

②
図
書
館
資
料
の
メー
ル
送
信
サ
ー
ビス
が
可
能
とな
る
著
作
権
法
改
正
へ
の

対
応
等
の
図
書
館
に
お
け
る
デ
ジ
タル
化
や
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
た
め
、図

書
館
に

お
け
る
実
務
的
な
課
題
や
そ
の
対
応
方
策
を
策
定
す
る
た
め
の
実
証
的
な
調
査

研
究
を
行
う。
（
課
題
解
決
型
調
査
研
究
）

＜
委
託
事
業
（

2箇
所
）
＞

令
和

5年
度
要
求
額

47
百
万
円

（
前
年
度
予
算
額

52
百
万
円
）
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0

社
会
教
育
施
設
（
公
民
館
・図

書
館
）
Ｄ
Ｘ
推
進
・Ｐ

Ｆ
Ｉ
活
用
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業

。
（
委
託
：
新
規
）

１
３
３
百
万
円

地
域
教
育
力
の
向
上
に
向
け
て
、全

国
の
社
会
教
育
施
設
（
公
民
館
・図
書
館
）
に
お
け
る
デ
ジ
タル
環
境
整
備
の

加
速
とそ
の
効
果
的
な
活
用
、施

設
の
整
備
や
運
用
に
お
け
る

PP
P/

PF
Iの
活
用
を
一
層
促
進
す
る
た
め
、各

地
域
を
カ

バ
ー
した
支
援
体
制
を
構
築
し、
教
育
委
員
会
等
か
らの
相
談
へ
の
対
応
、ア
ドバ
イザ
ー
（

D
Xの
専
門
家
）
派
遣
、

情
報
交
換
プ
ラッ
トフ
ォー
ム
（

W
eb
サ
イト
）
の
開
設
等
に
よ
る
伴
走
支
援
を
行
う。

＜
主
な
業
務
内
容
＞

・
デ
ジ
タル
環
境
整
備
（
セ
キ
ュリ
テ
ィを
含
む
）
の
計
画
策
定
、調

達
等
の
相
談
対
応

・
デ
ジ
タル
を
活
用
した
効
果
的
な
学
習
事
業
等
展
開
へ
の
支
援
に
係
る
相
談
対
応

・
デ
ジ
タル
活
用
促
進
に
係
る
情
報

W
eb
サ
イト
の
開
設
、研

修
会
の
実
施

・
先
進
的
な

PF
I案
件
促
進
の
た
め
の
導
入
可
能
性
調
査
等
の
支
援
の
実
施

社
会
教
育
デ
ジ
タ
ル
活
用
等
推
進
事
業

背
景
・課
題 ア
ウ
ト
プ
ット
（
活
動
目
標
）

ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
目
標
）

イ
ン
パ
ク
ト
（
国
民
・社
会
へ
の
影
響
）
、目
指
す
べ
き
姿

事
業
内
容

社
会
教
育
施
設
（
公
民
館
・図
書
館
）
Ｄ
Ｘ
実
証
事
業

（
委
託
：
新
規
）

１
７
百
万
円

社
会
教
育
の
分
野
に
お
い
て
、デ
ジ
タル
を
活
用
した
先
進
的
な
モ
デ
ル
事

例
の
創
出
・効
果
検
証
を
行
い
、モ
デ
ル
事
例
の
普
及
・横
展
開
を
図
る
。

例
①
）
民
間
事
業
者
や
大
学
等
との
連

携
に
よ
る
新
た
な
デ
ジ
タル
活
用

例
②
）
自
治
体
間
の
学
習
デ
ジ
タル

コン
テ
ン
ツ
の
プ
ラッ
トフ
ォー
ム
化

例
③
）
教
育
ビッ
クデ
ー
タ

の
効
果
的
な
活
用

例
④
）

GI
GA
ス
クー
ル
との
連
携

文
部
科
学
省

ア
ドバ
イザ
ー
事
務
局

メー
ル
・電
話
等
で
相
談

ア
ドバ
イザ
ー
が
助
言
・支
援

研
修
会
の
実
施
な
ど

Ｄ Ｘ 推 進 ・ PF
I

活 用

委
託

報
告
・連
絡
・相
談

・
ア
ドバ
イザ
ー
の
派
遣

・
相
談
窓
口
の
開
設

・
プ
ラッ
トフ
ォー
ム
（

W
eb
サ
イト
）
の
開
設

・
FA

Q
や
手
引
書
等
の
作
成

・
研
修
会
等
の
実
施

・
新
た
な

PP
P／

PF
I案
件
形
成
支
援

※
PF
Iを
活
用
した
デ
ジ
タル
対
応
拠
点
整
備

ア
ドバ
イザ
ー
の
派
遣

相
談
窓
口

研
修
会

急
速
な
デ
ジ
タル
化
の
進
展
の
一
方
で
、社

会
教
育
分
野
に
お
け
る
デ
ジ
タル
活
用
の
遅
れ
が

顕
在
化
して
い
る
。（

例
え
ば
、公

民
館
の

W
i-F

i整
備
率
は
、約

３
割
※
図
）

公
民
館
・図
書
館
等
の
社
会
教
育
施
設
が
デ
ジ
タル
技
術
を
効
果
的
に
活
用
し、
地
域
の
教

育
力
を
高
め
る
こと
に
よ
り、
地
域
づ
くり
の
拠
点
とし
て
の
機
能
が
一
層
強
化
され
、デ
ジ
タル
デ
ィ

バ
イド
の
解
消
を
始
め
とし
た
社
会
的
包
摂
に
寄
与
す
る
とと
も
に
、「
リア
ル
」と
「デ
ジ
タル
」を
組
み

合
わ
せ
た
効
果
的
な
社
会
教
育
活
動
が
展
開
され
る
よ
う、
そ
の
活
用
促
進
を
加
速
させ
る
必
要

が
あ
る
。ま
た
、社

会
教
育
施
設
の
新
た
な
活
用
モ
デ
ル
を
形
成
し、
デ
ジ
タル
田
園
都
市
国
家

構
想
の
推
進
力
とす
る
た
め
、P

PP
/P

FI
の
活
用
を
促
進
させ
る
必
要
が
あ
る
。

36
.5

%

0.
0%

20
.0

%
40

.0
%

60
.0

%
80

.0
%

10
0.

0%
文
部
科
学
省
調
査
（
令
和

4年
4月

時
点
）

図
来
館
者
の
利
用
で
き
る

W
i-F

iの
有
無

〇
経
済
社
会
の
活
力
を
支
え
る
教
育
・研
究
活
動
の
推
進

公
民
館
等
の
社
会
教
育
施
設
の
活
用
促
進
に
よ
り、
地

域
の
人
材
育
成
力
の
強
化
を
図
る
。

〇
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
活
用
等
に
よ
る
官
民
連
携
の
推
進

デ
ジ
タル
田
園
都
市
国
家
構
想
の
推
進
力
とし
て
活
用
し、

地
域
交
流
の
場
で
あ
る
公
園
・公
民
館
等
の
身
近
な
施
設

へ
の
新
しい
活
用
モ
デ
ル
を
形
成
す
る
。

骨
太
の
方
針

20
22
（
令
和

4年
6月

7日
閣
議
決
定
）

・
ア
ドバ
イザ
ー
事
務
局
を
設
置
し、
デ
ジ
タル
化
等
に
か
か
る

伴
走
支
援
の
実
施

・
PP

P／
PF

Iの
導
入
可
能
性
調
査
等
の
支
援
の
実
施

・
地
域
コミ
ュニ
テ
ィの
維
持
・強
化
、地

域
教
育
力
の
向
上

・
デ
ジ
タル
デ
ィバ
イド
の
解
消
、デ
ジ
タル
リテ
ラシ
ー
の
向
上

・
官
民
連
携
の
推
進
に
よ
る
民
間
の
事
業
機
会
の
創
出
、公

的
負
担
の
軽
減
、

効
率
的
、効

果
的
な
住
民
サ
ー
ビス
の
提
供企

業
大
学

社
会
教
育
施
設

デ
ジ
タル
コン
テ
ン
ツ

プ
ラッ
トフ
ォー
ム

Ａ
自
治
体

Ｂ
自
治
体

Ｃ
自
治
体

複
数
自
治
体
の
デ
ジ
タル

コン
テ
ン
ツを
利
用
可
能

先
端
技
術
等
の

効
果
的
な
活
用

学
習
履
歴

活
動
内
容

デ
ー
タ蓄

積

個
別
支
援

施
策
へ
の
活
用

W
eb
サ
イト
の
開
設

教
育
委
員
会
等

公
民
館
・図
書
館

プ
ラッ
トフ
ォー
ム
（

W
eb
サ
イト
）
を
通
じた
つ
な
が
り

学
校
外
学
習
活
動
で
の

公
民
館
デ
ジ
タル
活
用

委 託
報 告

地
方
公
共
団
体

社
会
教
育
施
設
に
お
け

る
新
た
な

PP
P／

PF
Iの

案
件
形
成
支
援
事
業

・
導
入
可
能
性
調
査

・
ア
ドバ
イザ
リー
業
務

導
入
手
法

検
討

VF
M

算
出

・
社
会
教
育
施
設
の

W
i-F

i整
備
率
等
デ
ジ
タル
化
の
向
上

・
デ
ジ
タル
活
用
を
行
う社

会
教
育
施
設
の
増
加

・
PP

P／
PF

Iを
活
用
す
る
社
会
教
育
施
設
の
増
加

連 携

令
和
５
年
度
要
求
・要
望
額

15
2百

万
円

（
新
規
）
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学
校
安
全
教
室
の
推
進

令
和
５
年
度
要
求
・要
望
額

35
百
万
円

(前
年
度
予
算
額

35
百
万
円
）

○
様
々
な
計
画
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
整
備
さ
れ
つ
つ
も
必
ず
し
も
実
効
的
な
取
組
に
結
び
つ
い
て
い
な
い

○
児
童
生
徒
等
や
学
校
、
地
域
の
実
態
及
び
児
童
生
徒
等
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
取
組
の
推
進
が
必
要

○
地
域
・
学
校
設
置
者
・
学
校
・
教
職
員
間
に
お
い
て
学
校
安
全
の
取
組
内
容
や
意
識
に
差
が
あ
る

○
SN

Sに
起
因
す
る
犯
罪
、
性
犯
罪
・
性
暴
力
等
現
代
的
課
題
へ
の
対
応
も
必
要

防
犯
教
室

講
習
会

心
肺
蘇
生
法
実
技
講
習
会

○
事

後
対
応

等
の
学

校
の
危
機

管
理

の
在

り
方

に
関

す
る

こ
と

○
第

三
者
委

員
会
な

ど
の
検
証

組
織

の
必

要
性

・
在

り
方

に
関

す
る

こ
と

等

事
故
対
応
に
関
す
る
講
習

会

学
校

安
全
教
室
の
講
師
と
な
る
教
職
員
等
に
対
す
る
指
導
法
等
の
講
習
会
を
実
施

事
故

等
発
生
時
の
初
期
対
応
能
力
等
向
上
の
た
め
の
講
習
会
を
実
施

○
防
犯
、
防
災
、
交
通
安
全
に
関
す
る
注
意
事
項
を

ク
イ
ズ
形
式
で
学
べ
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
た
い
せ

つ
な
い
の
ち
と
あ
ん
ぜ
ん
」
を
作
成
し
、
全
国
の

小
学
校
新
１
年
生
全
員
に
配
布

○
蘇
生
法

訓
練
用

人
体
模

型
（
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

）
を

用
い

た
実

技
講

習
○

A
ED

を
用
い

た
実
習

を
含
む
一

次
救

命
措

置
（

B
LS

）
の

実
技

講
習

等

○
都
道
府

県
等
に
お
け
る
教

職
員

等
へ
の
研
修

の
実

施
等

・
安
全
教
育
の
指
導

者
の

養
成

・
教
職
員
等
の
安
全

対
応

能
力

の
向

上

「
た
い
せ
つ
な
い
の
ち
と
あ
ん
ぜ
ん
｣

【
委

託
事

業
、
都

道
府
県
・
指
定
都
市
教
育
委
員
会
対
象
、
平
成
1
5
年
度
事
業
開
始
】

○
安
全
教
育
上
の
課
題

・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

・
配

布

○
期
待
さ
れ
る
成
果

児
童

生
徒

等
の

死
亡

事
故

の
発

生
件

数
を
限

り
な
く
ゼ
ロ
に

す
る

児
童

生
徒

等
の
障

害
や
重

度
の

負
傷

を
伴

う
事

故
を
減

少
さ
せ
る

児
童

生
徒

等
が
安

全
に
関

す
る

資
質

・
能

力
を

身
に

付
け

る

・
現
代
的

課
題
へ
の
対

応

○
教
職

員
の
た
め
の
学
校
安
全
e-
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
活
用

○
様
々

な
リ
ス
ク
を
想
定
し
た

危
機

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
の
作
成
・
見
直
し

○
SN
Sに

起
因
す
る
犯
罪
や
性
犯

罪
等

へ
の

対
策

○
ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト
事
例
の
活
用

、
子

供
の

視
点

を
加

え
た
安
全
点
検
の
手
法
の
確
立

等

教
職

員
等
の
研
修
・
訓
練
の
充
実

小
学

校
新
１
年
生
向
け
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト

＜
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
＞

防
災
教
室

講
習
会

交
通
安
全
教
室

講
習
会

○
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
ン

グ
の

導
入

、
安
全
マ

ッ
プ
の

作
成
方

法
○

熱
中

症
対

策
と

感
染

症
対

策
の

両
立

○
災

害
発

生
時

の
適

切
な

判
断

(
正

常
性
バ
イ

ア
ス
を

含
む

)と
避

難
○

学
校

や
地

域
の

実
情

に
応

じ
た

防
災
マ

ニ
ュ
ア

ル
の
作

成
等

○
不
審

者
侵

入
時

の
対

応
な
ど

、
学
校
に
お
け
る
防
犯
対
策

○
登
下

校
時

の
危

険
と

対
処
方

法
に
関
す
る
指
導

○
危
険

予
測

・
回

避
能

力
等
を

育
む
た
め
の
指
導

○
学
校

に
お

け
る

防
犯

対
策

等

○
登
下

校
の

安
全

確
保

の
ポ
イ

ン
ト
、
通
学
路
合
同
点
検
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

○
被
害

者
・

加
害

者
に

な
ら
な

い
た
め
の
交
通
安
全
教
育

○
自
転

車
・

二
輪

車
等

通
学
手

段
に
応
じ
た
指
導
方
法

○
関
係

団
体

や
外

部
講

師
に
よ

る
講
習
会

等

※
「
第

３
次

学
校
安

全
の
推

進
に
関

す
る
計

画
」
の
内
容
を
盛
り
込
み
つ
つ
実
施

教
職

員
等

の
安

全
教

育
に

お
け

る
指

導
力

の
向

上
等

が
必

要

安 全
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セ
ー
フテ
ィプ
ロ
モ
ー
シ
ョン
ス
ク
ー
ル
（

SP
S)
の
考
え
方
※
を
取
り込

み
、全
国
的
に
学
校
安
全
を
推
進
し
て
い
く。

※
安
全
教
育
・安
全
管
理
・組
織
活
動
に
係
る
計
画
の
策
定
、安
全
担
当
中
核
教
員
の
設
置
、関

係
機
関
との
連
携
、評
価
改
善
の
実
施
な
ど、
継
続
的
に
学
校
安
全
に
取
り組

む
。

学
校
安
全
総
合
支
援
事
業

令
和
５
年
度
要
求
・要
望
額

30
8百

万
円

（
前
年
度
予
算
額

25
9百

万
円
）

・学
校
に
お
い
て
様
々
な
計
画
や
マ
ニ
ュア
ル
が
作
成
され
て
い
る
が
実
効
的
な
取
組
に
結
び
付
い
て
い
な
い
。

・地
域
、学

校
設
置
者
、学

校
教
職
員
の
学
校
安
全
の
取
組
内
容
や
意
識
に
差
が
あ
る
。

・東
日
本
大
震
災
の
記
憶
を
風
化
させ
る
こと
な
く、
今
後
発
生
が
懸
念
され
る
大
規
模
災
害
に
備
え
た
実
践
的
な
防
災
教
育
を
全
国
的
に
進
め
て
い
くこ
とが
必
要
で
あ
る
。

・地
域
の
多
様
な
主
体
と連

携
・協
同
し、
子
供
の
視
点
を
加
え
た
安
全
対
策
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

学
校
安
全
の
推
進
に
向
け
た
課
題

【
委

託
事
業

、
都
道

府
県
・

指
定

都
市

教
育

委
員

会
対

象
、

平
成

2
4年

度
事

業
開

始
】

2.
関
係
機
関
との
連
携

3.
安
全
教
育

4.
安
全
管
理

5.
横
断
的
事
項

1.
組
織
的
取
組

・コ
ミュ
ニ
テ
ィス
クー
ル
等
の

仕
組
み
の
活
用

・関
係
機
関
と連

携
した
通
学
時

の
安
全
確
保
や
防
犯
対
策

・地
域
の
災
害
リス
クを
踏
まえ
た実

践
的
な
防
災
教
育

・体
験
活
動
や
デ
ジ
タル
技
術
を
活
用
した
安
全
教

育 ・幼
児
期
、特

別
支
援
学
校
の
取
組
の
推
進

・子
供
の
視
点
を
加
え
た
安
全

点
検

・重
大
事
故
の
予
防
の
た
め
の

ヒヤ
リハ
ット
事
例
の
活
用

・学
校
安
全
情
報
の
見
え
る
化

・通
学
路
の
安
全
対
策
等
の
好
事
例
の
実
情
把
握

・設
置
主
体
（
国
公
私
立
）
に関

わ
らな
い
取
組
の
推
進

・学
校
安
全
を意
識
化
する
機
会
の設
定

(「学
校
安
全
の日
」等

)

・学
校
安
全
計
画
の

PD
CA

サ
イク
ル
の
確
立

・学
校
安
全
に
係
る
中
核
的

職
員
の
育
成
配
置

「第
3次

学
校
安
全
の
推
進
に
関
す
る
計
画
」
（
令
和

4年
3月

閣
議
決
定
）
に
基
づ
く取
組
を
推
進

・学
校
管
理
下
に
お
け
る
事
故
防
止
に
関
す
る
調
査
研
究

学
校
の
安
全
点
検
に
関
す
る
実
証
研
究

・安
全
教
育
の
質
向
上
に
向
け
た
調
査
研
究

実
践
的
な
防
災
教
育
や
避
難
訓
練
に
活
用
で
き
る
「防
災
教
育
の
手
引
き
（
中
学
校
・高
等
学
校
版
）
」等
の
開
発

・学
校
安
全
の
推
進
に
関
す
る
計
画
に
係
る
調
査
研
究

学
校
安
全
計
画
に
係
る
取
組
状
況
調
査
結
果
の
分
析
（
学
校
安
全
情
報
、S

PS
に
係
る
取
組
等
の
見
え
る
化
）

③
安
全
教
育
の
推
進
に
関
す
る
調
査
研
究

R
5要

求
額

66
百
万
円

（
50

百
万
円
）

②
学
校
安
全
推
進
に
係
る
取
組
の
支
援

R5
要
求
額

53
百
万
円
（

49
百
万
円
）

学
校
安
全
実
践
力
向
上
セ
ミナ
ー
等
の
開
催

・例
）
被
災
地
に
お
け
る
現
地
研
修
（
伝
承
施
設
や
語
り部

等
）
の
活
用
等
に
よ
る
研
修
充
実

VR
や

AR
等
の
デ
ジ
タル
技
術
を
活
用
した
研
修

SP
Sの
考
え
方
を
取
り入

れ
た
取
組
の
支
援
（
専
門
家
等
の
派
遣
）

・P
D

CA
サ
イク
ル
に
基
づ
く学
校
安
全
計
画
や
危
機
管
理
マ
ニ
ュア
ル
を
見
直
す
ア
ドバ
イザ
ー
派
遣
等

デ
ジ
タ
ル
コン
テ
ン
ツ
の
作
成

・学
校
安
全
に
関
す
る
事
項
が
学
べ
る
「学

校
安
全
ｅ
ｰラ
ー
ニ
ン
グ
」や
、実

効
性
の
あ
る
防
災
教

育
に
つ
な
が
る
小
学
校
版
「防

災
教
育
の
手
引
き
」な
どの
コ
ン
テ
ン
ツ
を
こ
れ
ま
で
作
成
。今

年
度

は
学
校
安
全
担
当
の
経
験
が
浅
い
教
員
や
、学

校
安
全
計
画
や
危
機
管
理
マ
ニ
ュア
ル
が
未
作

成
の
学
校
向
け
に
学
校
安
全
関
連
の
基
礎
的
な
事
項
を
記
載
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
成

各
学
校
（
国
公
立
・私
立
含
む

)に
対
し
、学
校
安
全
に
係
る
研
修
の
実
施
、専
門

家
の
派
遣
等
様
々
な
支
援
を
行
い
、全
国
の
学
校
安
全
の
推
進
を
図
る
。

①
地
域
に
お
け
る
学
校
安
全
の
推
進

R5
要
求
額

18
4百

万
円
（

15
5百

万
円
）

都
道
府
県
教
育
委
員
会
等

地
域
全
体
で
共
有
、底

上
げ

拠
点
校
に
よ
る
事
業
の
実
施

計
画
に
基
づ
くモ
デ
ル
的
取
組
を
各
地
域
で
実
施
し
、そ
の
事
例
、成
果
等
を
地
域

全
体
で
共
有
。地
域
全
体
の
学
校
安
全
の
底
上
げ
と裾

野
の
拡
大
を
図
る
。

モ
デ
ル
拠
点
校
の
指
定

拠
点
校

@
26

,3
96

千
円

×
2団

体
＝

52
,7

91
（
24

,6
50

千
円

×
2団

体
＝

49
,3

00
）

@
3,

91
9千

円
×

47
箇

所
＝

18
4,

19
3

（
3,

29
9千

円
×

47
箇

所
＝

15
5,

05
3）
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地
域
ぐる
み
の
学
校
安
全
体
制
整
備
推
進
事
業

令
和

5年
度
要
求
・要
望
額

33
8百

万
円

（
前
年
度
予
算
額

33
8百

万
円
）

学
校
や
通
学
路
の
安
全
確
保
に
向
け
、
昨
今
の
児
童
生
徒
の
尊
い
命
を
奪
う
交
通
事
故
・
事
件
の
発
生
も
踏
ま
え
、
ス
ク
ー

ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
等
の
増
員
に
よ
る
見
守
り
活
動
の
充
実
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
・
資
質
向

上
の
促
進
、
警
察
や
保
護
者
、

PT
A等

と
の
連
携
の
下
で
見
守
り
体
制
の
一
層
の
強
化
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

○
ス
ク
ー
ル
ガ
ー

ド
・
リ
ー

ダ
ー

に
よ

る
指

導
、

見
守
り
活
動
に
対

す
る
謝
金
、

各
学

校
を

定
期
的

に
巡
回
す
る
た

め
の
旅
費
等

の
補

助

○
学
校
等
の
巡

回
活
動
等
を

円
滑

に
す

る
た

め
に

ス
ク
ー
ル
ガ
ー

ド
・
リ
ー
ダ

ー
の

連
絡

会
等

の
開

催
を
支
援
、
装

備
品
の
充
実

○
通

学
路

で
子

供
た
ち

を
見

守
る

ス
ク

ー
ル

ガ
ー

ド
の

防
犯

等
に

関
す
る

知
識

や
非

常
時

の
対

応
策

等
を

身
に

付
け

さ
せ
る

た
め

の
養

成
講

習
会

の
実

施

○
活

動
の

参
考

と
な
る

資
料

を
配

布
す

る
こ

と
に

よ
る

見
守

り
の

質
の
向

上

○
ス

ク
ー

ル
ガ

ー
ド
等

を
募

集
す

る
た

め
の

広
報
紙

等
の

作
成

費
用

の
補

助

「
地
域
の
連
携
の
場
」

の
構
築
な
ど
地
域
全
体

で
見
守
る
体
制
を
強
化

国
公
私
立
学
校

警
察

地
域
住
民

保
護
者

PT
A

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
支
援

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
に

対
す
る
活
動
支
援

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

の
養
成
・
資
質
向
上

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
増
員
に
よ
る

見
守
り
の
強
化
及
び
活
動
に
対
す
る
支
援

○
ス
ク
ー
ル
ガ

ー
ド
・
リ
ー
ダ

ー
の

資
質

を
備
え

た
人
材
（
警
察

官
O
B・

教
職
員

O
B
・

防
犯

協
会
役

員
等
）
に
対
す

る
育
成
講
習
会

の
実

施

地
域
ぐ
る
み
で
子
供
の

安
全
を
守
る
体
制
構
築

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
育
成

講
習
会
や
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
養
成
講
習
会

の
開
催
に
係
る
経
費
を
補
助
し
、

見
守
り
の
人
材
確
保
と
質
の
向
上

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
が

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
に
対
し
て
、

見
守
り
活
動
・
警
備
上
の
ポ
イ
ン
ト
や

不
審
者
対
応
等
に
つ
い
て
指
導
・
助
言

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

(学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

)
地
域
の
つ
な
ぎ
役

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・

リ
ー
ダ
ー

防
犯

【補
助
事
業
（補

助
率
：国

庫
補
助
率

1/
3、

都
道
府
県
・市

町
村
各

1/
3

※
市
町
村
直
接
実
施
の
場
合

2/
3負

担
）、

実
施
主
体
：都

道
府
県
及
び
市
町
村
、
平
成

17
年
度
事
業
開
始
】

○
「

登
下

校
防

犯
プ
ラ

ン
」

等
に

基
づ

く
、

登
下

校
時

の
パ

ト
ロ

ー
ル
や

地
域

の
連

携
の

場
構

築
な

ど
防

犯
活

動
へ

の
支
援

○
子

供
の

見
守

り
活
動

に
係

る
帽

子
や

腕
章

な
ど

の
消

耗
品

費
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

保
険

料
の

補
助

背
景
・課
題

事
業
内
容

19



５． 
リカレント教育等

社会人が学び直す機会の拡充 

20



令
和
５
年
度
要
求
・要
望
額

7,
97

6,
69

6千
円

【放
送
大
学
学
園
補
助
金
】

支
出

13
,7

66
,8

58
千
円

(1
3,

59
4,

51
7千

円
）

収
入

自
己
収
入

6,
15

3,
16

2千
円

(
6,

20
5,

22
1千

円
）

国
庫
補
助
金

7,
61

3,
69

6千
円

(
7,

38
9,

29
6千

円
）

【放
送
大
学
学
園
施
設
整
備
費
補
助
金
】

36
3,

00
0千

円
(

ー
千
円
）

（
前
年
度
予
算
額

7,
38

9百
万
円
）

令
和
５
年
度
要
求
・要
望
額

7,
97

7百
万
円

放
送
大
学
の
充
実
・整
備
（
放
送
大
学
学
園
補
助
）

「大
学
教
育
」「
リカ
レ
ン
ト
教
育
」拠
点
とし
て
、一

層
高
度
・効
率
的
な
学
び
の
機
会
を
全
国
へ
提
供
で
き
る
環
境
を
構
築

◆
経
済
財
政
運
営
と改

革
の
基
本
方
針

20
22

（
令
和

4年
6月

7日
：
閣
議
決
定
）
【抜
粋
】

第
2章

新
しい
資
本
主
義
に
向
け
た
改
革

１
．
新
しい
資
本
主
義
に
向
け
た
重
点
投
資
分
野

（
１
）
人
へ
の
投
資
と分

配
（
人
的
資
本
投
資
）

社
会
全
体
で
学
び
直
し（

リカ
レ
ン
ト教

育
）
を
促
進
す
る
た
め
の
環
境
を
整
備
す
る
。

学
び
直
しに
よ
る
成
果
の
可
視
化
と適

切
な
評
価
、学

び
直
し成

果
を
活
用
した
キ
ャリ
ア
ア
ップ
や
兼
業
・副
業
の
促
進
、学

ぶ
意
欲
が
あ
る
人
へ
の
支
援
の
充

実
や
環
境
整
備
、成

長
分
野
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
プ
ログ
ラム
の
開
発
支
援
や
学
び
直
しの
産
学
官
の
対
話
、企

業
に
お
け
る
リカ
レ
ン
ト教

育
に
よ
る
人
材
育
成
の

強
化
等
の
取
組
を
進
め
る
。

○
様
々
な
地
域
に
住
む
、
幅
広
い
年
代
・
職
業
の
方
が
、
自
分
に
合
っ
た
ス
タ
イ
ル
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
高
等
教
育
機
関
。

BS
放
送
（
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
）
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

40
0科

目
以
上
の
授
業
科
目
を
開
設
。

○
遠
隔
教
育
の
先
駆
者
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
び
の
継
続
の
た
め
、
他
大
学
に
も
学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供
。

○
対
面
で
の
よ
り
深
い
学
び
、
学
生
同
士
の
交
流
の
場
と
し
て
、
全
て
の
都
道
府
県
（
全
国

57
箇
所
）
に
学
習
拠
点
を
設
置
。

各
地
域
で
特
徴
の
あ
る
面
接
授
業
（
ス
ク
ー
リ
ン
グ
）
を
開
講
。

○
社
会
人
を
中
心
に
約
９
万
人
の
学
生
が
在
籍
し
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
推
進
に
寄
与
。

〔
放
送
大

学
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
〕

１
．
数
理
・デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・A

I関
連
分
野
の
講
座
の
体
系
化
及

び
個
別
最
適
な
学
び
の
推
進

〔4
0百

万
円
〕

○
時
間
の
限
られ
た
社
会
人
等
の
受
講
が
よ
り進

む
よ
う、
バ
ック
グ
ラウ

ン
ドの
知
識
や
目
的
に
応
じ必

要
な
講
座
だ
け
を
選
び
受
講
し、
学

習
を
効
率
よ
く行
え
る
仕
組
み
を
構
築

◆
A

I戦
略

20
21

（
令
和

4年
4月

22
日
決
定
）
【抜
粋
】

関
連
の
人
材
の
育
成
・確
保
は
、緊

急
的
課
題
で
あ
る
とと
も
に
、初

等
中
等
教
育
、高

等
教
育
、リ
カレ
ン
ト教

育
、生

涯
教
育
を
含
め
た
長
期
的
課
題
で
あ

り、
Ａ
Ｉ
戦
略

20
19

 策
定
時
か
ら取

り組
ん
で
き
て
い
る
課
題
で
あ
る
。
とり
わ
け
、「
数
理
・デ
ー
タサ
イエ
ン
ス
・Ａ
Ｉ
」に
関
す
る
知
識
・技
能
と、
人
文
社
会

芸
術
系
の
教
養
を
も
とに
、新

しい
社
会
の
在
り方

や
製
品
・サ
ー
ビス
を
デ
ザ
イン
す
る
能
力
が
重
要
で
あ
り、
これ
ま
で
の
教
育
方
法
の
抜
本
的
な
改
善
と、
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
な
どの
新
た
な
手
法
の
導
入
・強
化
、さ
らに
は
、実

社
会
の
課
題
解
決
的
な
学
習
を
教
科
横
断
的
に
行
うこ
とが
不
可
欠
で
あ
り、
引
き
続
き
注
力

して
い
く必
要
が
あ
る
。

主
な
要
求
事
項

0

２
．
知
的
障
害
者
を
は
じ
め
とし
た
障
害
者
の
学
習
環
境
モ
デ
ル
事
例

創
出
事
業

〔3
0百

万
円
〕

○
知
的
障
害
者
や
そ
の
支
援
者
へ
の
生
涯
学
習
支
援
に
つ
な
が
る
学

習
コン
テ
ン
ツの
作
成
に
向
け
た
検
討
（
コン
テ
ン
ツ作

成
に
係
る
検

討
会
議
、ニ
ー
ズ
等
調
査
、学

習
支
援
の
取
組
の
視
察
）

４
．
施
設
改
修

〔3
63
百
万
円
〕

○
災
害
発
生
時
に
お
い
て
も
、全

国
の
学
習
者
に
対
して
中
断
す
る
こと
な
く安
定
的
な

放
送
授
業
等
を
提
供
す
る
た
め
、老

朽
化
対
策
等
を
講
じ防

災
・減
災
機
能
の
強

化
等
を
図
る

３
．
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
先
進
的
な
教
育
の
展
開

〔3
10
百
万
円
〕

○
サ
イバ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
の
ラー
ニ
ン
グ
コモ
ン
ズ
な
どを
活
用
した
、障

害
者
も
含
め
た
学
生
の
協
働
的
な
学
び

の
推
進
及
び
オ
ン
ライ
ン
上
で
の
学
生
活
動
（

eス
ポ
ー
ツ等

）
の
推
進
に
よ
る
学
生
サ
ー
ビス
の
充
実

○
ハ
イフ
レ
ック
ス
型
講
義
な
ど、
情
報
通
信
技
術
等
を
活
用
した
先
進
的
な
高
等
教
育
の
導
入
等

○
大
学
の
国
際
化
を
進
め
る
に
あ
た
って
の
、在

外
邦
人
の
モ
ニ
ター
調
査
の
実
施
及
び
海
外
配
信
を
可
能
と

す
る
追
加
の
著
作
権
許
諾
契
約
に
よ
る
、海

外
使
用
可
能
コン
テ
ン
ツの
拡
充

空
調
機
更
新
（
放
送
研
究
棟
）
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成
長
分
野
に
お
け
る
即
戦
力
人
材
輩
出
に
向
け
た
リカ
レ
ン
ト
教
育
推
進
事
業


成
長
分
野
に
お
け
る
リカ
レ
ン
ト教

育
の
推
進
は
教
育
未
来
創
造
会
議
等
の
政
府
会
議
や
、骨

太
の
方
針
、新

しい
資
本
主
義
実
行
計
画
等
の
政
府
文
書
で
も
求
め
られ
て
い
る
。


そ
こで
、デ
ジ
タ
ル
・グ
リー
ン
等
成
長
分
野
に
関
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
、社

会
に
即
戦
力
人

材
を
輩
出
す
る
た
め
、大

学
・高
等
専
門
学
校
等
に
対
し
、産

業
界
や
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
満
た

す
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
・実
施
・横
展
開
に
向
け
た
支
援
を
行
う。


本
事
業
は
、企

業
、自

治
体
、教

育
機
関
等
と連

携
し
て
行
うこ
とに
加
え
、様

々
な
対
象
者

を
想
定
し
、基

礎
、応

用
、エ
キ
ス
パ
ー
ト
ま
で
の
多
様
な
レ
ベ
ル
に
対
応
で
き
る
も
の
とし
、

社
会
人
の
キ
ャリ
ア
ア
ップ
や
成
長
分
野
へ
の
労
働
移
動
を
後
押
し
す
る
。

＊
令
和

4年
度

D
Xリ
カレ
ン
ト事

業
に
お
け
る
各
コー
ス
に
対
応
す
る
申
請
数
は
以
下
の
通
り

Ⅰ
・・
・2

0プ
ログ
ラム
、Ⅱ

・・
・4

1プ
ログ
ラム
、Ⅲ

・・
・4

1プ
ログ
ラム
（
Ⅳ
は
新
規
）

目
的
・概
要

実
施
内
容

Ⅰ
.デ
ジ
タ
ル
・グ
リー
ン
分
野
リテ
ラ
シ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・実
施

【2
,5

00
万
円

×
10
（

25
）
拠
点
＝

2.
5億

円
（

6.
3億

円
）
】

•
主
に
失
業
者
・非
正
規
雇
用
労
働
者
を
対
象
とし
、就

職
・転
職
に
必
要
な
基
礎
的
な
能

力
を
育
成
し
、労

働
局
、産

業
界
と連

携
し
就
職
・転
職
に
繋
げ
る
とと
も
に
厚
生
労
働
省

の
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
との
連
携
も
図
る
。

Ⅱ
.デ
ジ
タ
ル
・グ
リー
ン
分
野
リス
キ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・実
施

【5
,0

00
万
円

×
15
（

10
）
拠
点
＝

7.
5億

円
（

5.
0億

円
）
】

•
主
に
就
業
者
を
対
象
とし
、デ
ジ
タル
分
野
に
強
い
企
業
等
と連

携
し、
応
用
的
な

D
X分

野
の
能
力
を
育
成
し就

業
者
の
キ
ャリ
ア
ア
ップ
や
成
長
分
野
へ
の
労
働
移
動
に
繋
げ
る
。

Ⅲ
.重
要
分
野
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・実
施
（
リテ
ラ
シ
ー
・リ
ス
キ
ル
双
方
）

【2
,0

00
万
円
（

1,
50

0万
円
）

×
12
（

25
）
拠
点
＝

2.
4億

円
（

3.
8億

円
）
】

•
主
に
就
業
者
・失
業
者
・非
正
規
雇
用
労
働
者
を
対
象
とす
る
。各

業
界
と連

携
し就

職
・

転
職
に
必
要
な
基
礎
的
・応
用
的
な
重
要
分
野
の
能
力
を
取
得
しキ
ャリ
ア
ア
ップ
に
つ
な
げ

る
とと
も
に
、厚
生
労
働
省
の
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
との
連
携
も
図
る
。

Ⅳ
.各
分
野
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
人
材
育
成
に
向
け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・実
施

【5
,0

00
万
円

×
2拠

点
＝

1億
円
（
新
規
）
】

•
大
学
院
レ
ベ
ル
の
知
見
を
活
用
し
た
課
題
解
決
を
通
じ
、各

分
野
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
人
材
を

育
成
し
、イ
ノベ
ー
シ
ョン
等
に
繋
げ
る
た
め
、短

期
間
（
半
年
程
度
）
の
リカ
レ
ン
トプ
ログ

ラム
を
開
発
・実
施
す
る
（
他
の
大
学
等
と共

同
して
申
請
す
る
こと
も
可
能
とす
る
）
。

Ⅴ
.プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
・拠
点
構
築
の
支
援
・分
析
、横

展
開
に
向
け
た
取
組

【0
.8
億
円
（

0.
5億

円
）

×
1拠

点
（
民
間
企
業
等
）
＝

0.
8億

円
（

0.
5億

円
）
】

•
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・実
施
、拠

点
構
築
に
際
す
る
課
題
に
対
し
て
助
言
等
を
行
う機

能
を

果
た
す
。併

せ
て
、開
発
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
横
展
開
に
関
す
る
支
援
も
併
せ
て
行
う。

自
治
体

企
業

経
済
団
体

拠
点
大
学
等

民
間
企
業
等

•
優
良
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
全
国
展
開

•
社
会
人
の
ス
キ
ル
ア
ップ
・成
長

分
野
へ
の
労
働
移
動
の
実
現

令
和

5年
度
要
求
・要
望
額

14
.2
億
円
（
新
規
）

•
リカ
レ
ン
ト教

育
を
受
講
で
き
る
環
境
整
備
の
実
現

•
成
長
分
野
に
お
け
る
労
働
移
動

•
就
業
者
等
の
就
職
・就
業
割
合

•
成
長
分
野
に
関
す
る
知
識
・ス
キ
ル
取
得

•
プ
ログ
ラム
を
開
発
した
大
学
、高

専
等
の
数

•
プ
ログ
ラム
の
社
会
人
受
講
者
数

ア
ウ
ト
プ
ット
（
活
動
目
標
）

ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
目
標
）

イ
ン
パ
ク
ト
（
国
民
・社
会
へ
の
影
響
）

＊
（

）
内
は
昨
年
度
実
績

Ⅰ
～
Ⅳ

Ⅴ
事
業
イ
メ
ー
ジ
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大
学
等
に
お
け
る
価
値
創
造
人
材
育
成
拠
点
の
形
成

令
和

5年
度
要
求
・要
望
額

12
0百

万
円

（
前
年
度
予
算
額

87
百
万
円
）


VU

CA
の
時
代
に
お
い
て
、変
化
に
対
応
し
、不
断
に
能
力
を
向
上
さ
せ
て
い
くこ
とが
重
要
。


教
育
未
来
創
造
会
議
等
の
政
府
会
議
や
経
団
連
を
は
じめ
とし
た
産
業
界
か
ら、
新
規
事
業
の
創
出
が
で

き
る
、ス
タ
ー
ト
ア
ップ
に
貢
献
で
き
る
人
材
が
強
く求
め
ら
れ
て
い
る
。


そ
の
中
で
、創

造
性
を
発
揮
して
付
加
価
値
を
生
み
出
す
価
値
創
造
人
材
の
育
成
が
重
要
で
、A

Iで
は
代

替
で
き
な
い
、創
造
性
・感
性
・デ
ザ
イ
ン
性
・企
画
力
な
どを
身
に
つ
け
さ
せ
る
こと
が
重
要
。


令
和
４
年
度
は
２
拠
点
で
プ
ロ
グ
ラム
を
実
施
し
て
い
る
が
、社

会
の
変
化
や
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
る
と、
更
な
る

拠
点
構
築
支
援
を
行
い
、付
加
価
値
を
創
出
で
き
る
人
材
育
成
を
加
速
さ
せ
る
こと
が
必
要
。


つ
い
て
は
、大

学
に
対
す
る
支
援
を
通
じ
て
、企

業
・社
会
に
対
し
て
価
値
創
造
が
で
き
る
人
材
の
継
続
的

な
供
給
を
行
うと
とも
に
、そ
の
ノウ
ハ
ウ
を
他
の
教
育
機
関
等
に
展
開
す
る
拠
点
を
構
築
す
る
。

価
値
創
造
人
材
育
成
事
業
の
体
系
図

次
期
リー
ダ
ー
層

専
門
ス
タ
ッフ

マ
ネ
ー
ジ
ャー
職

ス
タッ
フ職

な
ど全

員

30
代

20
代

•
既
存
の
価
値
観
や
枠
組
み
に
捕
らわ
れ
な
い
創
造
力
の
あ
る
人
材
育

成
の
強
化

•
付
加
価
値
を
高
め
た
商
品
開
発
や
新
しい
社
会
の
在
り方

の
創
出

•
生
産
性
の
向
上
、国

際
競
争
力
の
確
保

•
連
携
企
業
の
事
業
満
足
度

10
0％

•
価
値
創
造
プ
ログ
ラム
を
実
施
す
る
大
学
数
の
増
加

•
創
造
力
を
重
視
す
る
企
業
の
増
加

•
修
了
生
の
新
規
事
業
立
ち
上
げ
の
貢
献
な
ど

•
事
業
に
お
け
る
連
携
企
業
数

•
プ
ログ
ラム
の
社
会
人
受
講
者
・修
了
者
数

•
プ
ログ
ラム
と連

携
した
企
業
数

:計
50
以
上

ア
ウ
ト
プ
ット
（
活
動
目
標
）

ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
目
標
）

イ
ン
パ
ク
ト
（
国
民
・社
会
へ
の
影
響
）

令
和

5年
度
に
実
施
す
る
内
容

5年
間
（
令
和

3年
度
か
ら令

和
7年

度
ま
で
＊
追
加
部
分
含
む
）

4,
00

0万
円
（
人
件
費
、旅

費
等
）

×
3拠

点
＝
１
億

2,
00

0万
円

支
援
大
学

京
都
大
学
・東
京
工
業
大
学
＋

1大
学
（
令
和

5年
度
よ
り）

本
事
業
が
養
成
す
る
人
材

(例
：
個
人
の
内
面
や
価
値
観
に

基
づ
く創
造
的
な
問
題
解
決
や

ビジ
ネ
ス
を
構
築
す
る
力
を
育
成

)

事
業
実
施
計
画

「成
長
戦
略
フォ
ロ
ー
ア
ップ
」（
令
和

4年
6月

閣
議
決
定
）

•
デ
ジ
タル
・グ
リー
ン
等
成
長
分
野
や
ス
ター
トア
ップ
、新

規
事
業
創

出
等
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
人
材
の
育
成
に
関
す
る
プ
ログ
ラム
の

開
発
を
支
援
す
る
。

•
個
人
の
内
面
や
顧
客
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く創
造
的
な
発
想
を
ビジ
ネ
ス
に

つ
な
ぐた
め
、2

02
1年

度
に
開
発
した
教
育
プ
ログ
ラム
を
、2

02
2

年
度
か
ら実

際
に
運
用
し、
プ
ログ
ラム
の
改
良
及
び
これ
を
実
践
す

る
大
学
等
の
拠
点
構
築
を
早
急
に
進
め
る
。

「教
育
未
来
創
造
会
議
提
言
」（

令
和

4年
5月

政
府
会
議
決
定
）

•
デ
ジ
タル
・グ
リー
ン
等
成
長
分
野
や
ス
ター
トア
ップ
、新

規
事
業
創

出
等
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
人
材
の
育
成
に
関
す
る
プ
ログ
ラム
の

開
発
を
支
援
す
る
。

政
府
文
書
等
に
お
け
る
提
言


実
施
し
た
プ
ロ
グ
ラム
を
企
業
（
計

50
程
度
が
目
標
）
と連

携
し
て
活
用
促
進
。企

業
か
ら社

員
を
送
り

出
して
受
講
して
も
らう
こと
を
想
定
。


内
容
が
高
度
な
た
め
、全

国
的
に
価
値
創
造
プ
ロ
グ
ラム
を
単
純
に
提
供
す
る
こと
が
難
しい
一
方
、企

業
や
大
学
か
らの
ニ
ー
ズ
が
一
定
程
度
あ
る
こと
を
踏
ま
え
、本

事
業
の
成
果
も
活
用
し
、支

援
大
学
を

1大
学
増
加
し、

3年
間
で

3拠
点
の
構
築
を
目
指
す
。

＊
追
加
す
る

1拠
点
は
、事

業
期
間
を
踏
ま
え
、同

趣
旨
の
取
組
を
行
って
い
た
大
学
を
想
定
。


プ
ログ
ラム
の
自
走
に
向
け
、有

識
者
も
交
え
た
受
講
料
設
定
や
体
制
、拠

点
構
築
に
向
け
た
検
討
。

事
業
を
実
施
す
る
背
景
・概
要

【令
和

3年
度
】
プ
ログ
ラム
の
開
発
（
東
京
工
業
大
学
、京

都
大
学
）

【令
和

4年
度
】

2大
学
で
の
プ
ログ
ラム
の
実
施
、企

業
に
お
け
る
活
用
開
始

【令
和

5年
度
】
実
施
大
学
の
地
域
的
な
拡
大
（

2大
学
→

3大
学
）
、2
大
学
の
自
走
化
の
準
備

【令
和

6・
7年

度
】
拠
点
構
築
準
備
・拠
点
の
完
成
、令
和

7年
度
に
事
業
終
了

事
業
期
間

支
援
件
数
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1

専
門
職
業
人
材
の
最
新
技
能
ア
ップ
デ
ー
ト
の
た
め
の
専
修
学
校
リカ
レ
ン
ト
教
育
推
進
事
業

令
和

5年
度
要
求
・要
望
額

40
4百

万
円

背
景
・

課
題

・各
職
業
分
野
に
お
い
て
、進

歩
著
しい
知
識
・技
術
の
ア
ップ
デ
ー
トに
よ
る
個
人
の
資
質
の
向
上
。

（
例
）
自
動
車
整
備

×
電
気
自
動
車
等
の
クリ
ー
ン
技
術
、建

築
×
ゼ
ロ・
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
な
ど

・企
業
や
団
体
等
か
らの
推
薦
に
よ
り、
安
心
して
学
び
直
しに
取
り組

む
こと
が
可
能
に
。

事
業

概
要

専
修
学
校
と企

業
・業
界
団
体
等
が
連
携
体
制
を
構
築
し、
各
職
業
分
野
に
お
い
て
受
講
者
の
知
識
・

ス
キ
ル
を
最
新
の
も
の
に
ア
ップ
デ
ー
ト
で
き
る
リカ
レ
ン
ト
教
育
の
コン
テ
ン
ツ
を
作
成
す
る
とと
も
に
、企

業
・業
界
団
体
の
ニ
ー
ズ
に
応
じた
カス
タマ
イズ
や
受
講
しや
す
い
環
境
構
築
等
に
よ
り、
多
くの
企
業
が
必

要
とす
る
リカ
レ
ン
ト教

育
を
提
供
す
る
こと
に
加
え
、 業
界
団
体
を
通
じ
て
教
育
コン
テ
ン
ツ
の
情
報
提
供
を

行
う体

制
を
作
る
モ
デ
ル
を
構
築
し、
そ
の
成
果
の
普
及
を
図
る
。

（
新

規
）

専
門
職
業
人
材
の
最
新
知
識
・技
能
ア
ップ
デ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発


各
職
業
分
野
（
専
修
学
校
の
教
育
内
容

8分
野
）
に
お
い
て
、専

修
学
校

と企
業
・業
界
団
体
等
との

連
携
に
よ
り、
最
新
の
知
識
・技
能
を
習
得
す

る
こと
が
で
き
る
リカ
レ
ン
ト
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
。


作
成
し
た
プ
ロ
グ
ラム
に
つ
い
て
業
界
団
体
等
を
通
じ
て
情
報
提
供
を
行
い
、

各
企
業
や
団
体
か
ら専

修
学
校
で
の
リカ
レ
ン
ト教

育
講
座
等
が
安
定
的
・

持
続
的
に
活
用
され
る
よ
う体
制
を
構
築
。


上
記
取
組
を
モ
デ
ル
とし
、そ
の
効
果
の
検
証
・成
果
に
つ
い
て
普
及
・展
開
。


件
数
・単
価
：

16
分
野

×
23
百
万
円
（
予
定
）


事
業
期
間
：
令
和

5年
度
～
令
和

7年
度

事
業
メ
ニ
ュー

分
野
横
断
連
絡
調
整
会
議
の
実
施


各
取
組
の
進
捗
管
理
お
よ
び
連
絡
調
整
を
実
施
。


各
取
組
の
事
業
成
果
を
体
系
的
に
ま
とめ
、普

及
・定
着
方
策
を
検
討
。


リカ
レ
ン
ト教

育
関
連
の
動
向
や
各
職
業
分
野
に
関
す
る
最
新
知
識
・技
能

等
に
関
す
る
情
報
収
集
、プ
ログ
ラム
開
発
受
託
団
体
へ
の
提
案
等
。


件
数
・単
価
：
１
か
所

×
28
百
万
円
（
予
定
）


事
業
期
間
：
令
和

5年
度
～
令
和

7年
度

（
数
値
に
つ
い
て
は
文
部
科
学
省
「専
修
学
校
リカ
レ
ン
ト教

育
総
合
推
進
プ
ロジ
ェク
ト」
調
査
結
果
よ
り）

協
働
に
よ
りリ
カレ
ン
ト教

育
プ
ログ
ラム
を
開
発
・提
供

そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し、
課
題
を
解
決

＜
専
修
学
校
の
リカ
レ
ン
ト
教
育
に
関
す
る
課
題
＞

リカ
レ
ン
ト
講
座
を
開
講
し
て
も
受
講
者
が
集
ま
らな

い
等
、事

業
とし
て
成
立
す
る
か
見
通
す
こと
が
困
難

【参
考
】リ
カレ
ン
ト講

座
の
実
施
に
際
して
の
課
題

・・
・社
会
人
等
の
生
徒
数
の
確
保
：

28
.5
％

企
業
・団
体

＜
専
修
学
校
との
連
携
に
よ
って
解
決
さ
れ
る
こと
＞

•
専
修
学
校
が
持
つ
、 受

講
者
の
レ
ベ
ル
や
ス
キ
ル
に

応
じ
た
教
育
や
学
習
成
果
等
の
評
価
等
に
関
す
る

ノウ
ハ
ウ
の
提
供

専
修
学
校

＜
企
業
・業
界
団
体
の
リカ
レ
ン
ト
教
育
に
関
す
る
課
題
＞

業
界
ニ
ー
ズ
を
具
体
的
な
知
識
や
技
能
に
落
とし
込
み
、

そ
れ
に
見
合
った
学
習
内
容
を
提
供
す
る
の
が
困
難

【参
考
】O

ff-
JT
を
実
施
す
る
うえ
で
の
課
題

・・
・身
に
着
け
させ
る
べ
き
知
識
・ス
キ
ル
の
特
定
：

32
.5

%

受
講
者
（
専
門
職
業
人
材
）

背
景 ・

課
題

○
社
会
の
変
化
が
激
しく
、か
つ
て
専
門
学
校
で
学
ん
だ
知
識
・技
能
だ
け
で

は
そ
の
変
化
に
対
応
す
る
こと
は
困
難
。

○
企
業
で
は
社
員
に
対
し必

ず
しも
十
分
な
学
び
直
し
の
時
間
を
確
保
す
る

こと
は
で
き
て
い
な
い
。

○
教
育
未
来
創
造
会
議
の
提
言
、骨

太
の
方
針
等
に
お
い
て
も
リカ
レ
ン
ト

教
育
の
推
進
が
求
め
られ
て
い
る
とこ
ろ
。

事
業
イ
メ
ー
ジ

•
企
業
の
研
修
・学
び
直
し等

に
お
い
て
専
修
学
校
が
提
供

す
る
講
座
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こと
に
よ
り、
受
講
者
を

安
定
的
に
確
保

＜
企
業
・業
界
団
体
との
連
携
に
よ
って
解
決
さ
れ
る
こと
＞

ア
ウ
ト
プ
ット
（
活
動
目
標

)
ア
ウ
ト
カ
ム

(成
果
目
標

)
イ
ン
パ
ク
ト

(国
民
・社
会
へ
の
影
響
）
、目
指
す
べ
き
姿

誰
も
が
一
人
一
人
の
キ
ャリ
ア
選
択
に
応
じて
必
要
とな

る
学
び
を
受
け
られ
る
機
会
の
充
実
を
図
る
。

開
発
し
た
モ
デ
ル
を
全
国
の
専
修
学
校
が
活
用
し
、各

学
校
に
お
い
て
リカ
レ
ン
ト教

育
講
座
を
開
講

•
各
職
業
分
野
ご
とに
職
業
専
門
人
材
が
学
び
直
し
に
よ
り最

新
知
識
・技
能
を
身
に
着
け
る
こと
が
可
能
とな
る
プ
ロ
グ
ラム
に
つ
い

て
モ
デ
ル
開
発

⇒
８
分
野

×
2か
所
＝

16
か
所
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男
女
共
同
参
画
、
女
性
の
活
躍
等
に
知
見
を
持
つ
女
性
教
育
関
係
団
体
と
多
様
な
分
野
に
高
度
な
知
見
を
持
つ
大

学
及
び
研
究
者
、
企
業
等
が
連
携
し
、

①
総
合
的
な
知
識
、
的
確
な
判
断
力
と
実
行
力
を
高
め
、
よ
り
高
度
な
社
会
参
画
を
目
指
す
女
性
の
支
援

②
産
育
休
復
帰
支
援

等
に
資
す
る
社
会
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
ウ
ィ
ミ
ン
ズ
カ
レ
ッ
ジ
）
を
構
築
。
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
知
識
の
他
、

So
ci

et
y5

.0
時
代
の
最
先
端
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
や
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
高
度
な
意
思
決
定
の
場
で
求
め
ら
れ
る
的
確
な

判
断
力
等
、
多
種
多
様
な
社
会
生
活
に
お
い
て
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
を
目
指
す
女
性
を
対
象
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
知
識
の

体
幹
強
化
に
必
要
と
な
る
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
の
学
習
機
会
を
提
供
す
る
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
。

女
性
の
多
様
な
チ
ャレ
ン
ジ
に
寄
り添

う学
び
と社

会
参
画
支
援
事
業

令
和

5年
度
要
求
・要
望
額

２
４
百
万
円

(前
年
度
予
算
額

２
４
百
万
円

)

〇
少
子
高
齢
化
、

So
ci

et
y5

.0
の
実
現
を
見
据
え
る
中
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
女
性
の
参
画
拡
大
は
社
会
・
経
済
の
持
続
可
能
な
発
展
の
た
め
に
重
要
。

〇
第
５
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
（
令
和
２
年
１
２
月
）
で
は
、
社
会
の
多
様
性
と
活
力
を
高
め
我
が
国
経
済
が
力
強
く
発
展
し
て
い
く
観
点
や
、
男
女
間
の

実
質
的
な
機
会
の
平
等
を
担
保
す
る
観
点
か
ら
、
指
導
的
地
位
へ
の
女
性
の
参
画
の
拡
大
が
極
め
て
重
要
と
さ
れ
、

・
20

30
年
代
に
は
、
誰
も
が
性
別
を
意
識
す
る
こ
と
な
く
活
躍
で
き
、
指
導
的
地
位
に
あ
る
人
々
の
性
別
に
偏
り
が
な
い
よ
う
な
社
会
と
な
る
こ
と
を
目
指
す

・
そ
の
た
め
の
通
過
点
と
し
て
、

20
20
年
代
の
可
能
な
限
り
早
期
に
指
導
的
地
位
に
占
め
る
女
性
の
割
合
が

30
％
程
度
と
な
る
よ
う
目
指
し
て
取
組
を
進
め
る

こ
と
が
新
し
い
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
と
こ
ろ
。

背
景
等

【
事
業
開
始
年
度
：
令
和
２
年
度
】

令
和
２
年
度
よ
り
、
女
性
の
多
様
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
必
要
と
な
る
学
び
を
総
合
的
に
支
援
す
る
仕
組
み
づ
く
り
に
関
す
る
モ
デ
ル
を
構
築
。
令
和

５
年
度
は
、
女
性
教
育
関
係
団
体
、
大
学
及
び
研
究
者
、
企
業
等
が
連
携
し
、
例
え
ば
女
性
が
指
導
的
立
場
に
就
く
に
際
し
て
必
要
と
な
る
体

系
的
な
学
習
の
提
供
等
、
女
性
の
多
様
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
総
合
的
に
支
援
す
る
モ
デ
ル
を
構
築
。
加
え
て
、
我
が
国
の
将
来
を
担
う
子
供
た
ち

の
最
も
身
近
な
存
在
で
あ
る
学
校
運
営
に
お
け
る
女
性
の
参
画
を
推
進
し
、
子
供
た
ち
の
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
意
識
を
醸
成
。

＜
＜
取
組
②
：
学
校
教
育
分
野
に
お
け
る
女
性
の
意
思
決
定
過
程
へ
の
参
加
＞
＞

学
校
教
育
分
野
に
お
い
て
女
性
の
採
用
・
登
用
が
進
ま
な
い
地
域
に
対
し
、
各
地
域
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
地
域
の
教
育
関
係
者
と
共
有
す
る
と
と
も
に
、
他
地
域

の
好
事
例
や
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
等
の
提
供
を
行
い
、
当
該
地
域
に
お
け
る
女
性
の
採
用
・
登
用
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
支
援
を
行
う
。
加
え
て
、
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
し
、
地
域
ご
と
の
課
題
や
好
事
例
等
の
横
展
開
を
図
る
。

社
会

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
ウ
ィ
ミ
ン
ズ
カ
レ
ッ
ジ
）

・
最

先
端
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
産

育
休
復
帰
支
援

・
受

講
生
間
交
流

・
学

び
に
関
す
る
相
談

等

＜
＜
イ
メ
ー
ジ
＞
＞

＜
＜
取
組
①
：
多
様
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
寄
り
添
う
学
び
・
社
会
参
画
支
援
モ
デ
ル
の
構
築
＞
＞

大
学

企
業

女
性
教
育
団
体

・
・
・
大
学

企
業

プ
ロ
グ
ラ
ム
企
画

委
員
会

企 画
施 設

講 師
講 師

広 報
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
大
学
等
が
リカ
レ
ン
ト教

育
を
継
続
的
に
実
施
す
る
た
め
の
課
題
とし
て
、ニ
ー
ズ
把
握
や
そ
れ
に
対
応
し
た
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
、受
講
生
確
保
に
向
け
た
広
報
・周
知
等
が
挙
げ
られ
て
い
る
。（

文
科
省
調
査
よ
り）


これ

らの
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
は
、個

別
の
教
育
機
関
単
位
で
は
な
く、
地
域
単
位
で
行
うこ
とが

効
果
的
・効
率
的
で
あ
る
と考

え
ら
れ
、さ
ら
に
、リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
取
組
を
地
域
に
根
付
か
せ
、地

域
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
人
材
育
成
に
資
す
る
も
の
と考

え
られ
る
。


この
た
め
、大

学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
や
自
治
体
等
に
お
い
て
、①

地
域
に
分
散
し
て
い
る
人
材
ニ
ー
ズ
の
調

査
・把
握
、②

教
育
コン
テ
ン
ツ
の
集
約
、③
そ
れ
ら
の
マ
ッチ
ン
グ
、④

広
報
・周
知
等
を
産
業
界
の
ニ
ー
ズ

を
踏
ま
え
な
が
ら効

果
的
・効
率
的
に
実
施
す
る
体
制
を
整
備
で
き
る
よ
う、
産
官
学
金
の
対
話
の
場
（
リカ

レ
ン
ト
教
育
プ
ラ
ット
フォ
ー
ム
）
の
構
築
や
、コ
ー
デ
ィネ
ー
タ
ー
の
配
置
等
に
必
要
な
経
費
を
措
置
し、
地

域
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
人
材
の
継
続
的
な
輩
出
に
向
け
た
仕
組
み
の
定
着
化
を
図
る
。

地
域
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
産
学
官
連
携
を
通
じ
た
リカ
レ
ン
ト
教
育
プ
ラ
ット
フォ
ー
ム
構
築
支
援
事
業

令
和

5年
度
要
求
・要
望
額

3.
0億
円

(新
規

)

「骨
太
の
方
針
」（
令
和

4年
6月

7日
閣
議
決
定
）

•
（
略
）
学
ぶ
意
欲
が
あ
る
人
へ
の
支
援
の
充
実
や
環
境
整
備
、

成
長
分
野
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
支
援
や

学
び
直
し
の
産
学
官
の
対
話
、企

業
に
お
け
る
リカ
レ
ン
ト教

育
に
よ
る
人
材
育
成
の
強
化
等
の
取
組
を
進
め
る
。

「教
育
未
来
創
造
会
議
提
言
」（

令
和

4年
5月

政
府
会
議
決
定
）

•
大
学
等
に
お
い
て
、産

業
界
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
った
リカ
レ

ン
ト教

育
を
推
進
す
る
た
め
、企
業
や
地
方
公
共
団
体
等
と

必
要
な
人
材
像
や
求
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
に
つ
い
て
議
論
す

る
場
を
設
け
、継
続
的
な
リカ
レ
ン
ト
教
育
実
施
に
向
け
た
支

援
を
行
う。

自
民
党
「教
育
・人
材
力
強
化
調
査
会
」提
言

•
地
域
の
産
学
官
等
で
、求
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
に
つ
い
て
議

論
す
る
場
を
設
け
、産
官
学
連
携
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す
る

な
ど、
地
域
に
密
着
し
た
リカ
レ
ン
ト
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発

の
支
援

事
業
を
実
施
す
る
背
景
・概
要

事
業
ス
キ
ー
ム

政
府
文
書
等
に
お
け
る
提
言

【委
託
対
象
】
大
学
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
・自
治
体
等
（

10
か
所

×
3,

00
0万

円
程
度
）

自
治
体
等

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

委 託

官

産
学

金

都
道
府
県

市
区
町
村

労
働
局

経
済
産
業
局

地
元
企
業

商
工
会
議
所

経
済
団
体

業
界
団
体

大
学

専
門
学
校

高
等
専
門
学
校

地
方
金
融
機
関

文
部
科
学
省


地
域
の
人
材
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
ニ
ー
ズ
に
合
った
プ
ログ
ラム

の
開
発
・提
供
・運
用
改
善
、広

報
・周
知
や
コン
テ
ン
ツ

集
約
の
実
現
。


コー
デ
ィネ
ー
ター
の
配
置
を
通
じて
、大

学
等
が
提
供
で
き

る
シ
ー
ズ
と地

域
や
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
の
効
率
的
な
マ
ッチ

ン
グ
の
実
現
。


ニ
ー
ズ
に
応
え
た
プ
ログ
ラム
を
継
続
的
に
提
供
す
る
好
循
環

を
創
出
し、
人
材
供
給
を
通
じて
の
地
域
課
題
解
決
の
実

現
。

事
業
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
成
果
（
イ
ン
パ
ク
ト
）


リカ
レ
ン
ト教

育
に
関
す
る
人
材
ニ
ー
ズ
の
調
査


コー
デ
ィネ
ー
ター
配
置


大
学
等
の
シ
ー
ズ
と地

域
ニ
ー
ズ
の
マ
ッチ
ン
グ


プ
ログ
ラム
や
事
例
の
広
報
・周
知
（
コン
テ
ン
ツ集

約
）

【主
な
実
施
事
項
】


プ
ログ
ラム
開
発
の
後
方
支
援


連
携
委
員
会
開
催


自
走
に
向
け
た
コン
サ
ル
テ
ィン
グ


成
果
の
とり
ま
とめ
・全
国
展
開

＊
赤
字
は
特
に
重
要
な
部
分

対
話
・連
携

リカ
レ
ン
ト
教
育
プ
ラ
ット
フォ
ー
ム
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
リカ
レ
ン
ト教

育
に
関
して
は
、教

育
未
来
創
造
会
議
に
お
い
て
も
、学

習
成
果
の
可
視
化
や
そ
の
発
信

が
重
要
な
論
点
とし
て
挙
が
って
い
る
とこ
ろ
。ま
た
、第

6期
科
学
技
術
イノ
ベ
ー
シ
ョン
基
本
計
画
に
お
い

て
も
、リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
目
標
に
加
え
、教

育
効
果
や
社
会
へ
の
影
響
を
評
価
で
き
る
指
標
開
発
が

求
め
られ
て
い
る
。


一
方
で
、リ
カレ
ン
ト教

育
に
よ
って
、実

際
に
どの
よ
うな
成
果
（
給
与
、処

遇
へ
の
反
映
等
）
が
どの

程
度
実
現
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、必

ず
し
も
詳
細
な
調
査
結
果
や
デ
ー
タ
等
と
し
て
明
ら
か
に
は

な
って
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。


リカ
レ
ン
ト教

育
の
効
果
を
提
示
し
、個

人
の
学
び
直
しや
企
業
の
人
材
育
成
に
関
す
る
機
運
を
高
め
る

とと
も
に
、成
果
に
つ
い
て
も
広
く社
会
に
対
し
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
し
普
及
啓
発
を
図
る
。


併
せ
て
、個

人
や
企
業
の
属
性
に
応
じ
た
学
習
ニ
ー
ズ
や
期
待
さ
れ
る
効
果
を
把
握
し
、今

後
の
大
学

や
企
業
に
お
け
る
リカ
レ
ン
ト教

育
に
関
す
る
取
組
を
よ
り実

効
性
の
高
い
も
の
とす
る
。

リカ
レ
ン
ト
教
育
の
社
会
実
装
に
向
け
た
調
査
研
究
・普
及
啓
発
パ
ッケ
ー
ジ
事
業

令
和

5年
度
要
求
・要
望
額

77
百
万
円

（
新
規
）

「成
長
戦
略
フォ
ロ
ー
ア
ップ
」（
令
和

4年
6月

7日
閣
議
決
定
）

・学
び
直
し
の
効
果
に
関
す
る
調
査
研
究
を
実
施
す
る
とと
も
に
、

そ
の
結
果
を
周
知
す
る
。

「教
育
未
来
創
造
会
議
提
言
」（
令
和

4年
5月

政
府
会
議
決
定
）

・学
び
直
し
の
効
果
に
関
す
る
調
査
研
究
を
実
施
す
る
とと
も
に
、

そ
の
結
果
を
周
知
す
る
。

「科
学
技
術
・イ
ノベ
ー
シ
ョン
基
本
計
画
」（

令
和

3年
3月

26
日
閣
議
決
定
）

・2
02

3年
度
ま
で
に
、リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
社
会
⼈
受
講
者
数
の

ほ
か
、そ
の
教
育
効
果
や
社
会
へ
の
影
響
を
評
価
で
き
る
指
標
を

開
発
す
る
。

事
業
を
実
施
す
る
背
景

令
和

5年
度
の
取
組

政
府
文
書
等
に
お
け
る
提
言

＜
調
査
分
析
＞
リカ
レ
ン
ト
教
育
を
実
施
し
た
社
会
人
や
人
材
育
成
を
行
った
企
業
に
対
して
、ど
の
よ
うな

成
果
や
影
響
を
も
た
らし
た
か
を
把
握
す
る
調
査
を
実
施
す
る
。

（
成
果
の
例
：
個
人
の
収
入
増
加
や
成
長
分
野
へ
の
転
職
、新

規
事
業
創
出
、企

業
利
益
の
増
大
等
）

＜
指
標
開
発
＞
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
効
果
や
社
会
へ
の
影
響
を
分
析
し、

リカ
レ
ン
ト
教
育
や
企
業
内
の
人
材
育
成
が
社
会
に
及
ぼ
す
影
響
を
評
価
で
き
る
指
標
を
開
発
す
る
。

＜
普
及
啓
発
＞
調
査
結
果
を
とり
ま
とめ
、個
人
の
リカ
レ
ン
ト
教
育
や
企
業
に
お
け
る
人
材
育
成
が
も
た
ら
す

効
果
を
周
知
・普
及
啓
発
し、
社
会
に
リカ
レ
ン
ト教

育
の
重
要
性
を
よ
り一

層
根
付
か
せ
る
。

文
部
科
学
省

民
間
企
業
等

＊
民
間
企
業
等
に
委
託
費
を

支
出
し、
調
査
研
究
や
指
標

開
発
、普

及
啓
発
等
を
行
う。

＊
実
施
主
体
：
民
間
企
業
等
（
１
箇
所
）

＊
数
・単
価
：

1箇
所
（
民
間
企
業
等
）

×
約

7,
60

0万
円

＊
事
業
背
景
等
踏
ま
え
、単

年
度
の
み
で
の
事
業
実
施
を
想
定

•
企
業
に
お
け
る
人
材
育
成
の
機
運
を
高
め
、社

会
の
変
化
に

対
応
で
き
る
人
材
の
育
成

•
個
人
の
学
び
直
し
の
機
運
を
高
め
、個

人
の
労
働
生
産
性
の

向
上
に
つ
な
げ
る

•
学
び
直
しに
際
して
の
課
題
とし
て
「学
習
成
果
が
見
え
に
くい
」

を
挙
げ
る
個
人
・企
業
の
割
合
の
低
下
（
例
：
内
閣
府
、厚

労
省
調
査
）

•
自
己
啓
発
を
行
う者

の
割
合
の
増
加
（
厚
労
省
調
査
）

•
社
会
人
学
習
者
数
の
増
加

•
社
会
人
（
有
効
回
答

10
,0

00
人
程
度
）
、
企
業

（
2,

00
0社

程
度
）
に
対
す
る
調
査
を
実
施
。

•
調
査
・分
析
結
果
を
とり
ま
とめ
（
報
告
書
等
）

•
リカ
レ
ン
ト教

育
の
指
標
開
発

•
報
告
書
を

SN
Sや
広
報
誌
等
を
通
じて
周
知

ア
ウ
ト
プ
ット
（
活
動
目
標
）

ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
目
標
）

イ
ン
パ
ク
ト
（
国
民
・社
会
へ
の
影
響
）

事
業
ス
キ
ー
ム
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人
生

10
0年

時
代
や
デ
ジ
タル
社
会
が
進
む
中
、リ
カレ
ン
ト教

育
の
重
要
性
は
一
層
高
ま
って
い
る
。


大
学
・民
間
企
業
等
が
提
供
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
学
修
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
成
果
に
関
す
る
情
報
が
不

足
して
い
る
こと
が
、個

人
の
学
び
直
しや
企
業
で
の
人
材
育
成
が
進
展
しな
い
要
因
の
一
つ
と考

え
られ

る
。＊

経
産
省
の
企
業
向
け
調
査
で
、リ
カレ
ン
ト教

育
推
進
に
向
け
た
一
番
の
課
題
とし
て
情
報
収
集
が
挙
げ
られ
た


働
き
方
が
変
化
す
る
中
で
、個

人
の
学
習
歴
を
可
視
化
して
、就

職
・転
職
活
動
や
、企

業
内
の
処
遇

や
評
価
を
行
う際

に
活
用
で
き
る
こと
が
、政

府
会
議
や
産
業
界
等
か
らも
強
く求
め
られ
て
い
る
。ま
た
、

「マ
ナ
パ
ス
」の
機
能
の
拡
充
や
情
報
発
信
の
強
化
に
つ
い
て
政
府
文
書
等
で
明
記
され
て
い
る
とこ
ろ
。


上
記
の
背
景
を
踏
ま
え
、産

官
学
リソ
ー
ス
の
活
用
や
、関

係
省
庁
との
連
携
を
通
じて
、リ
カレ
ン
ト教

育
に
関
す
る
情
報
に
よ
りア
クセ
ス
しや
す
い
環
境
整
備
を
実
現
す
る
。

社
会
人
の
学
び
の
情
報
ア
ク
セ
ス
改
善
に
向
け
た
実
践
研
究

令
和

5年
度
要
求
・要
望
額

35
百
万
円

(前
年
度
予
算
額

14
百
万
円

)


企
業
向
け
ペ
ー
ジ
の
充
実
：
講
座
や
事
例
、支

援
制
度
等
の
情
報
充
実
、マ
ッチ
ン
グ
機
能
の
充
実
等


マ
イ
ペ
ー
ジ
機
能
の
充
実
：

UI
等
利
便
性
向
上
、学

習
記
録
の
信
頼
性
向
上
の
仕
組
み
構
築

（
オ
ー
プ
ン
バ
ッジ
な
ど）

、学
習
記
録
を
就
職
等
に
活
用
す
る
た
め
の
ジ
ョブ
カ
ー
ド
連
携
準
備


講
座
検
索
機
能
の
充
実
：
民
間
講
座
・受
講
生
の
声
の
充
実
、就

職
状
況
等
の
成
果
発
信


ユ
ー
ザ
ー
や
企
業
が
活
用
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミュ
ニ
テ
ィ機

能
の
開
発


厚
労
省
の
教
育
訓
練
給
付
金
シ
ス
テ
ム
、ハ
ロー
ワ
ー
クイ
ン
ター
ネ
ット
サ
ー
ビス
、j

ob
ta

g、
経
産
省
の
マ
ナ
ビD

X等
との
シ
ス
テ
ム
連
携
に
向
け
た
準
備


サ
イト
の
認
知
度
向
上
及
び
、効

果
的
な
情
報
発
信
に
向
け
た

w
eb
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
等
の
実
施


上
昇
す
る
ア
クセ
ス
に
耐
え
うる
サ
ー
バ
ー
強
化
、シ
ス
テ
ム
連
携
、サ
イバ
ー
攻
撃
を
防
止
す
る
セ
キ
ュリ
テ
ィ強

化

「骨
太
の
方
針
」（
令
和

3年
６
月
閣
議
決
定
）

•
オ
ン
ライ
ン
や
土
日
・夜
間
の
講
座
の
拡
大
を
図
る
とと
も
に
、内

容
の
検
索
機

能
や
情
報
発
信
を
充
実
す
る
。

「骨
太
の
方
針
」（
令
和

4年
6月

閣
議
決
定
）

•
学
ぶ
意
欲
が
あ
る
人
へ
の
支
援
の
充
実
や
環
境
整
備
、（

略
）
企
業
に
お

け
る
リカ
レ
ン
ト教

育
に
よ
る
人
材
育
成
の
強
化
等
の
取
組
を
進
め
る
。

「成
長
戦
略
フォ
ロ
ー
ア
ップ
」（
令
和

4年
6月

閣
議
決
定
）

•
「マ
ナ
パ
ス
」の
機
能
を
拡
充
し
、関
係
省
庁
が
連
携
し
て
、大

学
等
や
民
間

企
業
が
提
供
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
学
び
の
成
果
を
は
じ
め
とし
た
情
報
発
信

の
充
実
に
取
り組

む
。

「教
育
未
来
創
造
会
議
提
言
」（
令
和

4年
5月

政
府
会
議
決
定
）

•
個
人
の
学
修
歴
や
職
歴
等
を
デ
ー
タ
化
した
上
で
、こ
れ
を
就
職
・転
職
活

動
等
に
活
用
で
き
る
デ
ー
タ
基
盤
を
整
備
す
る
。

•
「マ
ナ
パ
ス
」（
社
会
人
の
学
び
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
）
の
機
能
拡
充
に
よ
る
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
学
び
の
成
果
を
は
じ
め
とし
た
情
報
発
信
を
充
実
す
る
。

経
団
連
「新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
大
学
教
育
改
革
の
推
進
」

社
員
の
受
講
を
促
す
た
め
、（

略
）
受
講
成
果
の
可
視
化
を
図
る
。

＊
令
和

4年
4月

の
経
団
連
提
言
に
お
い
て
は
、プ
ログ
ラム
の
企
業
に
お
け
る
活

用
事
例
等
を
載
せ
て
ほ
しい
旨
、述

べ
られ
た
。

事
業
を
実
施
す
る
背
景

令
和

5年
度
の
取
組

過
去

3年
間
の
取
組

【令
和

2年
度
】
サ
イト
の
公
開
、コ
ン
テ
ン
ツ
（
検
索
機
能
、特

集
、修

了
生
イン
タビ
ュー
等
）
の

充
実
、イ
ベ
ン
ト開

催
、テ
レ
ビ・
ラジ
オ
・S

N
S等

を
活
用
した
広
報

【令
和

3年
度
】
既
存
コン
テ
ン
ツ
の
充
実
、新

規
コン
テ
ン
ツ
（
い
い
ね
、コ
メン
ト、
マ
イペ
ー
ジ
機
能
等
）

の
追
加
、厚

労
省

Jo
b-

ta
gと
の
連
携
、イ
ベ
ン
ト開

催
【令
和

4年
度
】
企
業
向
け
ペ
ー
ジ
開
発
、マ
イペ
ー
ジ
機
能
充
実
、民

間
企
業
等
提
供
講
座
の
掲
載
、

民
間
・自
治
体
等
他
サ
イト
連
携

政
府
文
書
等
に
お
け
る
提
言

【実
施
主
体
：
民
間
企
業
等

1箇
所

×
3,

50
0万

円
】

事
業
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
成
果
（
イ
ン
パ
ク
ト
）


学
び
に
関
す
る
情
報
取
得
を
円
滑
化
し、
個
人
の
学
び
直
し及

び
企
業
の
人
材
育
成
を
促
進
し、
時
代
の
変
化
に
対
応
で
き
る

人
材
の
輩
出
や
労
働
生
産
性
の
向
上
に
寄
与
。


学
習
に
よ
って
得
られ
る
成
果
や
学
習
歴
を
可
視
化
し、
就
職
・

転
職
等
に
つ
な
げ
る
こと
で
、学

び
直
しに
対
す
る
国
民
の
意
識

の
向
上
や
、労

働
移
動
の
円
滑
化
に
も
寄
与
。
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